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第 二 回 建 築 講 習 会 開 催

主 催 日 本 建 築 協 会

後 援 大 阪 府 建 築 部

日 本 建 築 学 会 近 総 支 部

開 催 の 趣 旨

本年'11 月17、 18両日に一級縫築士山D試験が行われる 。 そこで受験せられる会員。渚君主主ぴに一般主主築家のために参考

となるよう 、左記要項によ b生存二回 θ 本講習会合開くこととした。学科の内容、程度等凡そ我々 が予i J t lJ 出来る必要な

事項ぞ凶来るにけ l広範酒に亙って要点と ，思われる科目の選定ぞ行った。また説師陣容 に於ても学級窓際共 に倣 めて適

切な方々に御願L、した玖; 告書でゐる 。

しかし時間に制限があって万余は期し維〈 、紫より試燃の内容もやl然しな いから場合によっては本講習以外の問題

が線せら れるかも知れなし、のそ のため irll t Ｇ ｻｴｽ 科目夫々の重点を［纂縫的なところに俊き 、そ の長よ ｾ 11 質について吟味す

ることにし 1: 。

更に本討 ｬｬｩ￭ Ｇｩｬ会が設定した， Ｑ 昔科目は 、 殆んと縫築学科ｾ般に Ｑｻ って し 、るので 、 ｩ 庄接試験 全対象としなし、方にとって再

教育ーを試みるに有意義なものとなると思う。従って試験ぞ受けた い と思う方、或は逐次試駁ぞ受付る希望月の方、 それ

は一級娃築士、ご・級建築士の! 日fれぞ間わ子是非受講されんことを? す』める。

コド講習会の成果 によ って ，多数の方々が夫 々の資絡をを獲得 されんこと希って止まな し、。

建 築 講 習 会 要 項

1 期 間昭 和 ｾＶ 年 ｬｏ ｈ ＱＷ 日よ ｾ ＱＱ 月 ＱＲ 日までの問 、 講習実日数 ＱＲ 日間 ＨＱ￯￯ 週月 、 水、金午後 Ｕ 時半 Ｍ Ｘ 時半〉

1. 会 場 都島工業高等学校消堂仁市電都島本通下車〉

1 会 資金 ＵＰＰ 門 別 にテキ ス ト 代 ・ 会員 ｾ ｏｏ 円・ 会員外 ＳＰＰ 門ぞ 延す。

。先般実施された一級及びニ紋述書距てとの選考考査問題集( 告書一回、第二回共〉ぞ配布 し、術担当科目の前向 によっ

て該当問題の重な色のにつき解説いたします。

1 申込〆切 10 月15 日まで に会費並びにテキス ト代舎添えて申込のこと。

' ! e . し予定人員に述したときは先進〆切る。

一 . 科 目 講 師

仁1 ) 建 築 計 画 1 日間 ( 6時間〉

大 阪 大 学 助 教 授 足 立 孝 氏

大 阪 市 立 大 学 教 授 問 中 良 太 郎 氏

く2 ) 建 築様車澄 4. 5 日間( 13. 5時間〉

大 阪 大 学 助 教 授 馬 場 義 雄 氏

大阪市立大学 制 受 工 博 - 1 l f 施 忠 司 氏

神戸大学長女 ｪｾ エ Ｑ 尊 伴 潔 氏

仁3コ殴計製図1 日開 ( 3時間〉

ru 主 設 計 工 務 株 式 会 社 設 計 課 長 問 織 作 太 郎 氏

同 社 寺 蒔 査 役 城 武 三 郎 氏

く4) 建 築 施 工 2.11時間 ( 7. 5時間コ

株 式 会 社 大 林 組 技 師 ' 釘 問 鎧 Z章 氏

株式会主l 大 阪 工 事 監 督

建築事務所 部 長 作 開 門 出 生 氏

株 式 会 r J :

竹 中 工 務 J苫 見 積 部 長 間 接 氏

株 式 会 社

松 村 組 監 査 役 政 問 [ 路 次 氏

( 5 ) 建築関係法規 2 日聞く6時間コ

大 阪 府 服 部 j戸 線 量 越 関 正 勝 氏

同 様 係 長 五 百 磁 芳 明 氏

。 l熔.rJt 終了証明御希望の向は申込 によ b交付する。 講習会用「テキスト J ( 約:.!UUJi(古1後〉

ＭｾｪＩ＠ 20U円、. 送料3 U門の予定

。 各 講師テキス トはその者r度会場で配市する。

建築士濯考考査問題集仁一、二級建築士・第1、2 回J U

0 時間制及び聴講券は会費 と引換に渡す。 一吉s 50門送料 10円

。お知らせ 上記紙管会に使用する「テキスト」並びに建築士選考考変問題集の余部がゐりますから御希望のみーは

至急本会宛御申込み下さ L、。

申 込 所 大阪市東灰夫 ｾｉ［ 婿南宮古大阪建設会館 日 本 建 築 協 会 分 室 ( 仮谷大阪39975番コ
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蛍光灯に就ての講演と製作工場見学会

照明界の穂先として目覚しい普及発達の途上にある蛍光灯について斯界の権威浅 田博士にお話を願い製

作の実況を見学ナる会を下記の通開催しまナ。

工場は大阪駅から徒歩約15分、市電出入橋から 12分浄正橋から 10分位

元 朝 日 電 子 株 式 会 社 現 在 新 光 ク ン ァ ・ 株 式 会 社

1 日 時 10月13日〈土〉午后匁寺半、晴雨不論

1 集 会 所 新 光 ラ ン フ ' 株 式 会 社 市 内 大 淀区大仁東一〕・目七

1.i並 順 市 電浄正橋北へ一直線大会学園古ij 東へ専売局隣

大阪駅西ガ戸ド日通前貨物線を越え福島変電所角を北へ失当り

1 講 演 と 見 学 計 画 照 明 に 於 け る 蛍 光 灯 に つ い て

阪大教筏理学降士浅間常三郎氏の講演後工場作現規洋おする

t 申 込 〆 切 十 二 日 迄 に会費ヂ30添へ申込の事

0 見学参加は会員に限る

0 会員1訟はお忘れなく着用の事

0 時間励行集合されたい事

日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 会

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 、 、 、 町 内 向 } 、 、 、 、 一 、 一 一 一 一 、 ‘ 、

パンフレツト F特種建築物関係法規索引』発行予告

基準法が制定されてから種々の規則が適用され関係法規を調ぺるのに大変煩しいものがあるので今般特

種建物の内学校、ホテ Jレ、旅館，下宿、百貨底、劇場、病院診療所、映函館、演芸場、観覧場、共同住

宅、寄宿舎、公会堂、集会場、自動車々庫、公衆浴場等につ き関係の基準法、同施行令、規則立食京都、兵

庫、大限三府県の条例、細則に消防法工業条令、厳館業法d 公衆浴場法、風俗営業取締法、食品衛生法

等必要関係規則を一覧表とし参考図面も添付したインデツグスを下記の通 b 出版します、手刀版は部数カ至

極めて少数ですから希望の方は至急部数予約申込みをお願います。

出版裏点 ｾｬｴｦｩＶＵ 頁程度上質紙印刷十一月上旬発行 申込先制円ピル事務所又は天神続分室宛の事

一部会員ヂ1 2 < ) . ∞ 会 員 外 ヂ1回 .ω の予定

定価は出来上り頁数の都合で多少及、更する事があります遂事寺実質を以てお鋭ちします。

日 本 建 築 協 会 出 版 委 員 会
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新 建 築 紹 介

HI LLSl DE  SCHOOL. . ..... .. ... 一・ー・ー ・.... ... .. ... . ...・・・・・・ 2  

日端貿易株式会社大阪事務所 1' ，"': " ・ … ・ H ・・・・ ・・・ ・・・・ 4  

記 事 欄

大 和 棟 の 民 家 ・ … … h …・・……ー…… 伊 藤 正 文 - … 7

t菩主主の彬造 と補強・・ ー… ・・ - …・… 棚 橋 j綜… .. .11 

高 原 道 夫 ・ … ・

法隆寺保存エ事の報告・替について … ・・杉 山 信 三… … 17

大阪古建築遮憶誌 ・……… ・…・ー・・田ー ・・・ ・ 池 田 谷 久 吉 … … 19

古社寺に於げる構造についての随想… 堀 口 甚 吉 … . .23

紫 畑 室

日語天桜随想… 一… . .......... .. 一・… 徳 岡 額… ・部

建築と街… ー… ， .  .  .  .  .  .  ｾ・ー・・・ー…・ ・ー ・・・・Ｚｦｉｉ｜ 閏 省 三…・・28

甫. .・・ ・・29新しい炊事竃と風呂径の考案. . . . …・・・・松 崎

会 務 会 報
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カリ 7 オJ レニアチ刊リッチモ γ ドに

建つ Mi r a Vi sta School 丘の傾斜

に沿った勾配屋犠は一見無雑作に見

えるが、敷地の整備には細心の考慮

が払われている。所謂 fi nger pl aロ

の学校では、 吹放し廊下を南側にと

って日蔽とするのが常識だ古久生憎

カリフオルニア特有の西南風をまと

もに受げるため、こ h では廊下を北

側にとって建物自体を風除りとし、

南側!の直射日光はル ーバ式の庇で紡

いでいる。

丘には白し、花が咲き乱れ、教室の

窓からする金門湾の雄大な眺めは叉

格別でゐる。

屋根は r edwood の布li 板王手、壁は

肌色の軽f量コ γ グリ戸トプロツグ、

之等の仕上材料が建物全体の恰好と

共にな? ごらかな丘によ〈磁付込んで

美しい。

北側にとった studi o-式の トッ プ

ライ トが教室の明るさを平均させ、

しかもノレーパ ー式の天井は天皇主を巡

ってglare ｾな〈している。

平面は壬' をモデユー) 1 - とし、出来

るt: げまf i . : 降材料を使ってし、る。工費

は Ｑ 平方沢当ｾ 10. 8 ドノレ。



日 瑞 貿 易 株 式

会祉大阪事務所
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卒面図設明

J . 銀 行、事 務 室

2. 翻 奈 室

3. 支 配 人 室

生 応 援 室

5. 一 般 事 務 室

陀 ポ イ ラ ー 室

7. 宿 直 室

8.倉 庫 2 F  

出 d ; d " $  3 F  

8  

地 下



位 置 大阪市北区堂島船大工剖r8

施 工 主体工事 隊 式会枇大 林 組

電 気 工 事 栗 原 工 業

衛生工事 斉藤久孝事務所

媛 房 工 事 三 俄 工 業

株 式 会 社

建 築 面積 地 階 98坪 1階 94. 5坪

2階 100坪 3階 100坪

塔屋 6. 5 W 延399f3f-

断 面 図

銀 行 客 溜

』
骨

P  ｾ＠ ｜ ， Ｐ ， ｾ＠

工事織票

基 礎 コ ゾグ リー ト杭 打

外 装 コ γ グ リート 打 放

内 裟 床 マ ス チ ッ ク

フロ ーリ ゾグ

巾木果、色 L 恕1)' イ ル

陛 コ γ クリ ート 打 放

ペ ンキ4トー七げ'

及埴地位ベ ニヤ、

サテ γ ラック仕上げ

天 井 ハ ー ドテッ クス商 取

* - 性ベゾキ仕上げ

銀 行 部 rf- 御影石7) <. 廃

カウゾタ 戸大 理 石

其の他一般内装に同じ

間 仕 切 巾 木 英 徐 容n 現

段 ;f1，ii 1!!，:I正ベ ニヤ板

サテゾラック仕上げ

一 般 事 務 室



棟和大 家民の

文

の巧なことに興味をひかれ、 機式からでな〈 、風土につ

いて の機能的な働きと の関係から の示唆や資斜をうるこ

とも少くないのに気がつ〈。叉一面には住居文化史的な

研究資料となるものも多L 、。ここに求められるままに、

大和棟様式の民家について、調べて得た二三の資料をも

とに、悶筆風な記事をかこうとゅうのも 、その理由から

正藤伊

き

大手11の民家の一つの類型に対して、 「大和棟」と ゅう

名称がいつの頃からかつけられて、中等学校の教科用図

書の中にも現われているとゅうが、 最近出版された柳田

国男氏監修の 「民族学辞典J の口絵にもそ の名称で写真

が掲げられているのを見る。又停車場やクラプの建築な

治〈
しiま

近 拡 大和や河内方面の大手峨民家を調べて見たとこ

ろによると 、30年前に比 ベて、その古い形式を保ってい

るものが大分減ってしまっている。ことに鞠待中の農村

好況の結果と、帰還者の住宅需要の関係から 、改築が行

われたのが大きい原因であろう。それでも 、現状から押

して古来の分布範囲の大体の推定はつくので、図聞に大

要をプロ γ 卜して見たわけである。これに よると、大体

生駒山脈から葛域山脈にかけての山系をさ し狭む両側に

多く分布し、対日棟とはゅうもの

の、大手口の民家必ず しも大事l棟で

ないとこ ろが面白し、。大和でも殆

んど平坦部にあり 、山間部では見

当らない。大和の東部は笠置と島

ケ原附近まで、多分三重県との県

境までは及んでいないらしし、。叉

、手u形、山県の一部にもそれがある

から、行って見ては、とすすめら

れて最近調査したが、紀の川に沿

って下る沿岸地方の粉河附近ま で

に少しく変形されたものがあるの

を見た。変形といっても普からの

形式としてでなく上蝦的新しい様

式模倣の移入 と思われる。 止tは京

都府下新田辺附近、乃至淀川 の北

ー鼎也方に幾分散見され る。 分布と

して、見事な集落を疲 しているの

は、何 といっても、生駒高城山系

の東麓と西麓とで、散村としては

こ上山東仮Ij の二上村、 当刷、村に渉

る段丘地待である。街付としては

二上西箆の古市町岩 a ら駒ヶ谷村を

経て上の太子、春日にI歩る辺 で'

分 布 の ひ ろ が リ

c =ある。どに、この傑式外形だけをコピ ーして、新しい材料と構

迭すこよって機式を誇張 したことも あったが、それは単持

中の形式的な国粋思潮の、わざと ら しさ があらわれた現

象でるった。この形式の古民家は外観上屋根に特色があ

り、大様と務棟との変化のある組合せカL 素人限にも珍

しいのが、 一般の輿をひいた大きい原因であるのは争え

ないことと思う。従って建築家の趣味的に民家写真を蒐

集する人にも，特別の注意をひいたものらしい。

この形式カ入 他の古民家様式とは、経を災 にしている

理由の詮索は未だ余り行われていないが、少しく住居学

の立場から立入って調べて見ると、そのデザィ ν の意図

7  
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往音大陸文化の華か吋きあった古市附近からま口上の道筋を

経て大和竹の内峠を越えて高田に通じる交通路の村であ

っただけに、その形式も古さが偲ばれるのが当然である

と思う。

2. 大 和 様 の 間 取 リ

大和掠の発生は明かでないが、自料、三自li氏仁大波市

大助教疫〉の研究によると、此地方が大陸からの移住者

によって開発された頃から、特に発J達した形式に進み、

様式化されて来たら しく、最初は土間とー問、次にニ間

取りと増加して行ったことは、住民の生活が段々に向上

して、農業生産の仕方が車蹴Mじされてくるに応じて、大

きくなったことがわかる。何時の頃か、河内では大和川

の氾滋に対処するために屋敷の周囲や、集務の周に濠を

堀り、その土は周の土塀の築浩に利用されたら L い。時

には、その土塀を外壁 とした土灘、納屋、 臨 牛舎、難

小屋等が、中庭をかこんで建てられゆくようになった。

これが、所謂窃液式の垣内仁志山、と〉である。勿論大和

でも垣内式集ili や土塀は初めから用いれていたもの.. C' 、ー

ニ上村や当麻寺附近の民家の土塀はその頂を飾る瓦が見

事なものがある。特に小形に作った面戸瓦などは、七宝

つなぎや青海波の文様としその裏から生え繁った五葉

松や、つげ、木犀、ざくろ、などが盆栽のように仕立て

られているのを見る。

家が大きくなって、二間取りが四間取りになり土聞の

表側に下宿仁シモ γ セコとゅう ー聞が設けられ、それが

中二階をとり、使用人の寝部屋にもなる。

特に大きい家では土聞と畳の聞の中聞に板聞を挟み、

その床の高さも、畳の間より一段下げるの台、大きい家

では床面も高くなり 、床下の気積も大きくしよろとする

考えが見えてくる。庄屋や代官屋敷になると、六間取り

以上となり、震は後方へ家人の居住部分が増設され、表

側の聞は作業と公的な用途に向けられたが、その頃の大

きい家には、雇人数30人を越えるものすらあったとゅう。

方位から見ると、東西棟を原則としたらしく、土聞を

務棟として東寄りに設ける。この部分に南側から出入口

がるるので、極端なものは、北側の道路から入札裏側

に廻って南からスるのがある。尤も稀には2年棟を西寄り
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につけてその土聞から出入りするものもある治人之は特

殊例℃、尉目からは「主婦が沃折する j としてきらう風

習になっている。従って、切変部は東西に伊J っているの

が普通だある。

3  大 和 様 の つ く リ

ころ ゅう民家の家構えの様子を考えて見ると、初めの

一間乃至ニ間取りの場合は、単に茅葺切妻造りで、壁は

外部塗iるめ、地盤はぬ1 ' ) 下け・て壁土カ;;j .也盤に接J浩する。

柱は無論玉石の上に直立てて土台をi反していない。

こんな形式は今でも村々に散見出来る梁間 1. 5 問、乃

至 2 聞の最も簡単なものである。他の地方民家との呉り

刈具につくのは、壁がｾＮＮＮＩｬ，式で柱がぬり隠されているこ

と、両棄の部分が少しく前方へ転び出 していて、切妻壁

もそれに伴って転ん可さいて、埴車「疎の屋桜と切妻壁を思

わせるものがある。この妻墜と下部の墜との 見 切 り に

ＲｾＳ 枚 奥行の瓦庇を設けている。

この場合でも 、桁行の方には相当に奥行のある瓦主主の

庇が設けられているのが通例で、家の間取りが大きくな

っても、 この瓦庇の奥行を大雪くして、大屋根部の梁聞

は 3. 5 聞を限度している。この瓦庇が半問、 1 問、 2 聞

と奥行が深くなると、 務棟の瓦葺と同じ勾配角度なら、

瓦主主が連続する形になる。

これは勿論、 徳川幕府が、庶民住宅の規模を信1J %' りして

大屋展の梁聞を最大限 3. 5 間と定めたことによるが、四

間取りの平図形は、3. 5 間梁では被い切れないので、室

内の上部で梁の端部を支える桁が必要になり、各室の天

井の上を桁が通ることになるのである。そこでその桁か

ら外部は瓦庇で被われることになり、法制上の規制が屋

根の形式を特殊なものに作り出したのである。これが現

実に見る大手I聴の変化を作っているので、原型的な大和

棟の特色ではないのでるる。この桁は、太い松丸太など

の小屋受でその部分から瓦庇の極が粁先までのびている
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第 3 図 転びのある妻墜と小庇



第 4 図 大和棟の糸棟部と切妻燈

こう ゅう備えは、 3 間半梁間だけの大屋以・がネ廷で、そ

の 勾 況は 、ｾ聞 の Ｗ 掛 の長さの 合 掌が組令されて出来る

から 、田島45度の角度になる。務棟瓦屋恨部分の僚には櫓

鱈! 出しが設けてある。

土問の部分十こはかまどがあるので、そのn上に側出 し

が怪かれるので、その上部まで塗込めにしてある。土聞

の通路とかまどとの主主の下り壁は、費] f ; 目を土間床から高

さ Ｖ 尺程まで塗り下げて、宅 ｬｾ カ ｌ 、他の室へ拡がらない工

夫をしている 。

更に もう 一度外へ出て外務を眺めると 、瓦主主の菜部を

茅主主 よりも高〈、防火Eまのようにして上に瓦を葺いてい

るのカに こ の大和棟完成形式の最 も正当な形であるとも

いわれる。字立部を上げた所認、高塀浩りともいわれる

ものである。 棟には、数枚の瓦 を五き下、その部は勾配

を緩かに し マ γ サ戸ド風! こ扱 うカ入 この例にはゴ口百内

の幣l是正miなどが例にあげられる。小規伎の家は妥墜の

， Ｉ 、尾、 坦ｾ

白老切十
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第 5 図 小 屋 組

第 6 図

脱 出P付近の切 切商

頂部は茅主主と商ーに下げ、又は茅葺部の下に敷込み、棋

は茅と竹で抑えて飾る。切実の棟端飾りは、色 の々文機

瓦をのせる油入大和では瓦に焼いた鳩が多く、宝珠、鐘

越なども ある。萎の上司1壁には換気孔としての小穴があ

けられるカ入大きい家では定紋を透して塗り上け't.こり 、

色漆吹をど則いたりする。

小さい家では丸穴二つを並べる。この切妻附近の手法

は、全 く民芸的な胞がある。

六間取りの場合は、奥のニ聞の屋根を熟練瓦葺とした

ものもあり、中央に茅主主を挟んだ形になる。

大積額の椛浩は極めて簡単ではあるが、屋根の小屋組

を巡って変化がある。つまり庇の種が長いので、梁受の，

桁から奥へ極を挿して、はね木のように取扱うのもらる

。合掌は前閣のよろに、 2 本の丸太と梁で三角形そ構成

するt!.vt だカ鞘に大きしE家 では束と貨 と治判いられる。

粉河地方の一変形と見られるものは、妻の字立下音問、ら

棟木の下端にかけて、長い方杖が入っている。 一般には

図示の通り、丸太未口を下にし根元を上にして、切 組

んで細からけずる。未口部は沓とゅう小木片の上のノj 、穴

に拘3される。上部の切組仕口も、男木の肩のー方をわざ

と切務して接合のゆとりをとる。このことは、 3 絞ff(i の

総法原理に合致するもので、母屋の上は竹符子が組まれ

第 7 図 松 倉 邸
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E誌や茅で葺上げられる。たとえ茅主主部の厚さ数尺になっ たろうか、翻って考究して見る値のある課阻'であろう。

ても、その軍量生を支えて上院長的フレキシプルな小屋組可主 将i迭の巧妙なことは櫓煙出しである。こ の部分こそ外

ある。天井は多〈竹3聖子で、その上に2- 5寸厚の土が置 形上大和棟の特色をなすものである。瓦王手孫棟のJ.-.1こ小

かれる。この部分を「っし」とI E J ' . んでいる。 さい騎棟、を構成し大様切妻怪から 3 尺以上院離れて設け

4. 遁 物 の は た ら き られる。この位置は、大棟と落棟との高さ のギャップに

大和様の構造から見ると可成りに防火的な考えがスつ 当るので、いづれの方位の風におI しても風の跳躍部に入

ていることに先ず気がつく、高塀浩りの切妻墜が茅葺部 り、負圧昔日になり、思いの他よく煙を吸上げる。只かま

を左右に遮断し「つ LJ の置土が茅葺昔日から下への延 どの位置カえ大棟西僑りにある場合は西の↑ 豆夙によって

第 8 図 天井の竹賀子〈森田邸〉

慨を防止する。このことは、福岡邸附近の火災に実験さ

れたと諮られている。この厚い茅葺と「っしJ の置土と

周囲のj事い土陛とは、調、混カを相当に発揮する。「っし」

は家中で最も乾燥した場所なので、極籾や焚木の置場に

用いている。環境l居留. 度の測定を試みてわかることは、

泡度に対しては9季語共に相当の効果を示しているが、湿

度については不備な点があると思うことでーある。殊に河

内のような地方はｾ気中の湿度も高いし地下水伎の浅

い所も多いので懸の滞湿状積も考えに入れなければなら

ない。それについて小民家は床も依〈、塗込懸は地面に

接続していて、床下通風は多 〈遮i切されている。その為

に室内空気の湿度も高くなっている。

そこ℃生活との関係を考えると、この地方の農村に腎

臓病、リウマチス、訟は結核が索外多いと聞いているがそ

の原因の一部カ入その家屋にあり相である。家相といい

遺伝と喧伝する迷信的風習が、 1意玄外に家屋椛溢

E漂京因をもつならば、 この問題はl ! i : 大である。況物的迷信

と、農の湿気との関連性、乃至地般の地下水伎の高低の条

件、それと環濠式垣内の濠が、訪飽にどんな働きをしてい

10 

切妻に当る風の巻返しの為に妨げられる倶れがある。こ

れも西官寄りに土聞を作らない家相云 の々原因ではあるま

いか。その憾の吹込部の裾は傾斜してホッ パー形になる

のL : ，丁度ホッパー;隣断通風の機I訴をつく り、直接の水

平風によ ってもよく排気する。只後位、台所の利便の為

に、かまど の佼f &. を変えたため、別に才T綿筒の偶然 を探

加して、相足しているのを見かける。

的、日射の防止についても、塗込の厚貯に白漆喰で仕

げた効果: は光分に認められる。特にそれが、内慢で・ある

場合、鞠射の熱効果を減ずること は、芳三長の効; p，と相関

的に考え ら れる。只、防 暑の点 では此 ｾ ［ ［ｏＩ 材料 カ ｌ 、夫々

努t容量が大きいために、 - f l 諮問された熱は{巾 々さめて

くれない憾はあるので室内も「っ しJ rJ' 1も通風をよ〈し

なければな らない。床でも問機防観法 としてj通風をもっ

と計り度ぃ。大手11棟はむしろ、 ]iiーよ りも冬にisj す るであ

ろう。但し酷匁地 の ｩ ｾ 長式ではない、 この点、 か ら 考えても

、大陸系の建築機能は好適するも のであると思 うが、そ

の辺、建築史家の検討を侠って何か賂かな続料 となりキH

ｔｾ る。

5 む す び

最後に苦々カ大和快民家を研究の対象と した意図につ

いて一言をつけ加える。

この特殊な民家機式は限られた小範囲に分布し、その

気候環境と{ 主主t沼の様態との関係や、 その文化史的意義

を知るには、削る便利であって、古い文化を背負ってい

るという興味も自ら深い。従って家政学や生活.@f 究の面

から資料が得易〈、小さいサセプルの中から予期以上の

多くの資料を発見する喜びがある。一方に考古学的遺物

や、生活用具の後物から、民家構造と相関聯し つつ、文

ィt人類学的資料一一部分的にいうと工芸手前夜粉カヰ目当

に得られる。そして民家自体の設索は近畿地方 カ風土的

特性に足場を置いて、住居街生学的な測定と吟味とを行

っているので、各部分的研究のデー F 戸が、相互の研究

条件となり、綜合的判断を下すことが出来ると思う。

こういう研究方法は企繭として初めてであるとはいえ

、関与する研究者の黙意が、新しく生れよろ とする住屑

学部門の方向を指示する一つの針となるよう、研究の撰

みない進展を望むとともに、間学、特に家政学乃至生活

学の領野にある研究者の協力を痛うて、こ の梢の室長を欄

〈。 仁筆者、大阪市ホ大学家政学部数段コ



塔 裟 の 構 造 と 補 強
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近年数多く行われて間る国宝建i色紗Jの解体修理に当り

その内、法隆寺烹箆将ｾｬｫＮ斑嶋守三 ｅ 亘書長 、 に Ｑ 羽して鋒者害事は

率にも、当事者の依頼に依り、それらのt I I i造調査併びに

相11M方法の爽施策を約;[j 比する機会を得たのである。従っ

て本文に於ては専ら上rTdの二i答に就いてのみ、構法関係

に つい て概 ｒ 品 目 述せんとするものである。 ｦｾ ￬Ｇ法隆司 ｆ｟ 五

重棋に関する柿民衆は既に来高委員会の承認を得たもの

であって、現在初l画及びニ婦 の本組を終了し、三! 脅の仮

組を行って居る段階にある。一方斑鳩キ三重犠: に関する

補足! 案は極 く最近提出せるものであって未だ正式には硲

定して屈ないi ! I ' i を附言する。更に本文末に、今度の1誇冶

謝賓とは関係な く、塔の耐長・的性質に就いて の一文を附

加 して置いた。

1.  法 隆 寺 五 霊 塔 構 造 調 奈 及 補 強 方 針

CD 構造上の欠陥併びに衡強方針

本五重構Ｚ内部Ｉｪｾ耳造のほ時は凶 ＭＱ に於て見らるる如くで

あって、初局、ニj留三j留に於ては平の雲肘木はー材で貰

通して倍がる、第四l皆、第五l留では之が民主通せず内側の

鼻が内部芥桁枠で押えられて成る のみでるる。 E量1長荷重

め ｅ 重心はｾｦｦＮｴ木 の 先端よりまだ先にあるので、従って格 Ｎ

を経て上層荷重を受ける l弘 三 、 二 、 初l語に於いてさえ

全て、雲肘木及び尾極の内部燃には計算上揚カが生ずる

のである。勿論此の湯力に対する カウ: / 3 ' 戸バラシスの

考えられていなかった当初j の縦造が釣合を保ち得なかた

わけではな く、凶 - 2 CA) に示す様に尾健の内部の鼻

の差込まれた内側弁桁［ｪ＿ｾに作用する引張力 ｔ と、雲肘木

の当る外側弁桁枠に作用する圧縮力 T とに依って釣合は

保たれたはす柿ではあるが、引強力の作用する井桁枠では

特に工作のゆるみ、1 >1の乾燥J枚縮等のために相当の変形

を生じた後に於て、漸ぐこの T の作用が生ずる為、顕著な

軒の垂れ下りを生じたものと恩われるのである。特に材

の乾燥牧縮に依って生す. る軒のきをれ下旬は年月と共に著

しく、中古に於て既に軒の支えの支柱を附刻 したのであ

ろうと思われる。現状に於ても 、井桁枠が外に前J って1伝

んで厄j る惑は之を明かにし，て居る。慶長の修理に於て、

四婦、五繍の内部に梯子形総を組んで、此の カウ: / 3' ー

バ ラY スとしての軒の下りを防ごうとしたのは、その意

図に於て適切℃あったが、方法としては充分て、なかった

今 回の有告ｾに就いては 、カ ウＺＯＳＧ ー バラ γ スの大いさを

;l' J P" 
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適確に算出して、困層の柱下に於いて押えられるF付加の

枠犠より 8 本のタイパを以て上部の内井桁枠を抑える様

にしたo Ijl イメの中聞にはI j l y パツ! 7 ) レを挿入して充分

締付け得る様にする。勿論図 - 2 ( A) に示す様なカも

作用するのであるから、算定されたカウ yl j l 戸パラ Y ス

が全部此のタイガーに作用するわけではないと思われる

が、 一応全部作用しても安全な程度のものを用いる事と

した。筒叉尾極の内部の鼻のはさまれて居る内井桁: 枠に

作用すべき図 2 ( A ) のT の力をも有効ならしめる事は

カウ γ タパヌ γ スの力 pl l を軽減すると共に軒先の下り

を小さくする事に効果がるるので、内井桁枠をタイバで

ま帝めることとした。

更に隅雲肘木に就いて云えば、折損せるもの数本、努

断破援したものが数本見受けられた。之は隅雲肘木がう

ける曲げ応力が過大であったと云う疑問を生ずる点であ

る。今我々が新しい載荷の値に依って、雲肘木の応カを

算出したカ ｌ 、 ‘そ れに依れば最大値は隅雲肘木で ｾＲＵＰｫｧ

/ c m
2

であって、新しい荷重は従来のそれの 3/5伎 に 軽

獄せられて居るので旧載荷時には相当の応力に達 し、勿

稔良質の槍にとっては耐え得るものであっても、材の仮

庇等に依つては当然折損も予期せられるところのも ので

ある。従って五重容に於ける部材の中で最も危険なもの

は隅肘木であったわけで、これらを補強する為、慶長の

除
』
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矧
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γ
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平
行
のF
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?盤工

図-.of.
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修理に於て支柱を設けた事は当然の処置であった。 唯こ

れが塔の美観を損う 点は止むを得なかったと云わねばな

らない。街図- 3 に示す様に、尾極 と雲肘木とは、尾極

を引張材として、雲肘木を圧縮材とずるトラス の作用を

も兼ね備えるわけであるが、平のそれに比絞して隅のそ

れは、尾健と裳肘木のなす角度が小に過ぎるので、 トラ

ス作用が弱〈、雲芝府木のみのキヤY テイレバー としての

作用の方がまさって居たものと考えねばならぬ。更に又

尾極の内井桁枠に依るはさみ方は、引張力を保持する為

には充分でないこと、尾径と室町守木の間の結合は単に太

柄に依るのみで摩擦に依る抵抗に多くを期待せざるを得

ない構造でらった事に欠陥がらった。事突破損した雲肘

木については、尾樫との聞の太柄が図- 4 の様に圧しつ

ぶされて居ることは、雲肘木の折損した後の大きい変形

に際して相当のトラス作用を生じ、此に依って軒を支え

たものと見る事が出来るのである。
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( 2)  荷重試悪童併びに実物載荷量式験

古材の強度及弾性を試験した結果、は、共に時代と共に

劣化するものである事が明かとなった。街頭断亀裂のは

いった隅雲肘木の事知、又は王手知と修道隣としてのうる

しに依る祈; 修の効果を吟味する為に行ったま式官会の結果に

依 れば、充分な5食度及剛性の快復は期し得なかった。更

に我々は、五Wi 目を地上に於て仮組し、実際荷重の1 /2

を載荷した試験結果よ旬、隅雲肘木の受ける応力値は計

算に依る値の程度以内であった事、平の肘木はキヤ γ テ

イレバーとしてよりも寧ろトラスの作用の方が大きい為

か、曲げストレスが大きくない事、軒下旬を抑制する為

にカウ γ F ーパラ y ス用のテシショ γ タイが有効である

事、チt桁枠に71<平に入れられたテゾシヨゾタ イも叉荷重

に依って充分緊張する司Eから有効である事カ荘明された

内舎P守桁梓

図 - 6

図 - 7

一-r ー

やt{.

く3 ) 今 回 の .補 強 方 法

a. 凶間柱下に補助枠組をなし、こ の補助枠組より火

打に鉄骨チヤゾネル 2 Lsー200x90 程度のものを入れ、

再38 のテゾシヨンパ ーを各火打梁より 2 本づっ計 8 本を

上部に向わめしる。 IL!- I問内弁桁粋の上: こ2- ; 50 x 75程度

のものを置き火打に渡し、之にテソシヨゾタイを結ぶ。

同火打より上部へ、五回内部井桁枠の上に同じく 2- 150

x75程度のものを置き火打に渡し、之にテ γ シヨ : / } l イ

を結ぶ。〈図ーの

b. 内部チl' 桁枠に水平に、井字形にO16 程度の F イパ

ーを渡し、井桁枠の変形を抑持する。( 図ーの

c. 限J雲肘木を、図ー7に示す様に 併22 ボールト を以

て斜上、柱の上に当るところに隅木に釣るものとする。

之に依って劣化補修した隅肘木を使用する事が出来ると

共に、 外観上不体裁な支柱を必要とする様な事態宣絶体

にさける事が出来るのである。

E  双E鳩 寺 三 霊 塔 構 造 調 奈 及 補 強 方 針

( 1)  本来の犠澄に対する批判

本三重構の内部構造は図- 8 が示す如くであって、平

の肘木は各府共貫通せる四材を各々 ーまEとし、突出梁の

状態にて図- 9 の如く 、度展荷l ! l P と、上層の柱を通じ

て伝わるP' とに依り肘木先制A が下に押えられ、B に生

ずる ill! げに抵抗する。此の場合、各肘木の上部に斜に走

る尾極も肘木と協力して曲げに抵抗するものと考えられ

る。各府とも同織であって、鉛直荷重に対しては以上の

方法に依り、犠［自体は安定して居るものと考える ｾ￧ が出

来る。然るに平の肘木は、柱頭上に在る平方向の井桁枠

と構造上必側句に交叉する為に、その位置に於て断面積

の約 4 割弱が欠き取られて居る。殊に隅部に於ては、之

も必鮒旬に三方向の肘木が交叉する札平の肘木崎守 8

割、隔の斜肘木は約金割強が欠き取られる結果を来 して

居る。従って柱頭のfi i: 1irt B に於ける曲げに依る各肘木の

応力は、算定した結果に依れば、荷重試験より得た古材

の破援強度を既に超過する状態にあるものも存在する。

殊に隅部平方向肘木は、既述の如く欠き込みも大なる上

に、供治上尾極は丁度降り棟木にもたれ掛けさせた如き

状態であって有効に利かない為、肘木の応カを街更溜大

せしめ仁初層 650kg/ cm勺、従って大きな変形を招来す

る結果となって居る。

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 Y ノ Y ユ ー ム 糊 Y ノ 9 ユ ー ム ・ ワ ッ ク ス

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 全 世

本社・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大阪事務所 大 阪 麓 区 謀 五P J 和ピル 鯨 支 宿 東京芸喜失鶏明王Z J 和ピル
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図- - 8  ' l ) 圧峰寺三重塔街面図

14 

γ  

図ーラ

更に各凶住と、 IN木廻りの慕本的な関係は、凶- 10 に

示す如くであるが、既述せる知く、各 Ｎｊ ｭｈ ナ木の ｂＱｂｾｂＳ

ｆＮＧ ，Ｇ ｊ こ於ける応力が過大てゐる為、各府肘木 ｑｾ ， ａＱａＲａＳ 点、

の下りは、計算上からも相当大なる事が想像されるの

で、例えばA l_ の下りは必f桜t: J にC 1
の下りを招来し、従っ

てA 21i C1の下りと同量のB2の下りに依る下りとB2の曲

りに依る下りとの累積せるものとなり、その ＲＴ ーは ＭＭ Ａｉ ，ＧＱｾ 大

とな'る。更にA3 の下旬は同様にA2及A 1の下りに依 っ

ても影響される結果、その下旬は更に大となる。 f均一方

D1D2D3F . : i . . は図示の如き関係にある為、その下りの状績

はA 1A 2A3 点のそれとは性質が異なり、量も微小と考

えられる為 、 各平の ｪ 亘Ｉｬｾ木は大きく凶 ｩ げられる結果とな

る。事実三軍犠; 解休に依り 、三二I'tj 平の通I f i 木は明瞭に

図 - 1 0

下弦のつ状を呈

してJJi るeti が分

った。又測定し

た結果 E 2 点、と

B 2 点、の レベル

の 差 は 4. 5c m

E 3(!. とB3点の

それは9. 0cmで

あった事は以 上

の!fW新を充分裏

書するものであ

る。

前週一11に示

す如く、肘木ぬ

く出桁〉より粁

先迄の距縦と、

柱呉より出桁ま

での距離の比が

法隆予五重塔の



平均1 . 7:;1 に対し2. 5/1 で時 2 倍でら

る。 此の布は屋根荷li P の重心を必然

的にA より外に遠のける事となり 、力

学上A 点に大なる荷量を作用せしむる

結果肘木ぬの縫みを憎大せしむるも の

である。

その他、 主吉r . 材が込ばであった為、

Ｑｦｴ ミ 蝕 が甚だしく 、且 つ 古材の蛾度及 ｾｉ Ｎ￬｜

ｩｾ［Ｚ も 荷 重試 験の結果 、標準より相当侭

下し て居る事が分った。

(2)  既往の補強に対する批判

上記の諸々の欠陥が累出 した結果、

時代と共に変形が単行 し、許容し得ざ

る程度にまで増大したものと判断され

る。その為既に宝永年間に於て、凶-

12に示す要領で、C 月、を裂とし、悶型

に外に開いた 3;; ドの拾 にはね〉木で柿

強して 、 ｮｾ 木ねの下 りの進 行を止めよ

うと計[ 到したものと考えら れる。然し

「二ノ析すね息 11

神描図」

( 宇品奪)

図 - 1 3

乍ら、此のキl首位方法は方針としては適当であると考えら

れるのであるが、後記する手法上の欠| ゅの為、全くと云

い得る程度に有効でなかった為、黙の変形を正常位置に

戻し得な かったｾ｝ｬＨ主勿論の明 、 それの進行を竹止せしめ

る事も不可能てーあったもの と判断される。此の事は当主主

主主主持解体; l I 白:Hι 於て、刺いて居るものとすれば当然押え

つけられてr る可き答のB 点、及引張上げられて府る可

B  

回ー 11

回一 12

き筈の C 点を僅かなブ3で自由に動かし得た惑からしても

明瞭である。

上1沿の欠陥とは黙の解体を行わず有? 峻材を附加した為

正犯・位置に戻すJ } iは当然不可能であって、間 !々 l 守木ぬの

下り の進行を止める程度 し力サ羽符出来なかった。而も 出

桁と柑木 との取合せ仁図ー12、A 点、〉は非常に細い柄差

程度であって大なる度廃荷重を伝達するには不充分であ

った。 筒上述の欠点が若し無かったとしても村木と内

井桁粋との C 点に孫、ける取合せが歪磁簡単である為、そ

の点、に於ける枯木の大なる努力 仁最大6. 5t ) には到底抵

抗し得なかったであろ う。その他既述の肘木鼻の緩みに

依 る上例柱の下り に対する考慮が全約五われて居なかっ

た事や、枯木の乾燥牧縮はf定一周その有効度を低下せし

めたと判明される。

( 3コ 今 回 の 衡 強 方 法

相良の根本方金! としては、既往の宇i官i食方針を司見い知り

4主 築 ③D 金 物

J ドナ- J ¥ンガ一

品 ラ 工場・ 倉庫・ガレ - v

;E の扉に御使用を御 奨

人 め 致 し ま す。

在 吊下げ重量

1号- 60kg2号1ω ーk g

( 全国有名念物)

庖 に あ P ます

J . O. J 印ド? ーハ γ ガーは車輸の周囲は鍋焼

入ロ戸ラーペアリ γ グ装置になって居 b ます

から丈夫で扉の開閉が経〈取付には 吊下げを?

自由に調節できます。

製造元・大阪・ 大同議謹株式会社
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得る様、同様方針を採用する事とした。断面決定に当つ

ては荷重、反力、応力等強度計算より適確なる値を求め

て使} 目し た。 桶t主主の方法としては叙上の諸欠陥を取り 除

く様に工夫したo fj¥)補強材としては、鉄骨及び木造の両

案を立てた。符田方法を列挙すれば、

a  花「材ー として標準 I ー2∞x 150伎の型鋼叉は檎材ワ

ν. 7を用いた ζ 図- 13)

b.  柁材と出桁との直接連絡の方針を廃し、中古材の鼻

に L - 180 x 75 程度の型鋼叉は'.5 x  '.7 程度の槍材を

桁として通し、その桁に各肘木の尾権下の秤肘木を

各々; }; ; j ; : の 16再ボ戸ルト で釣上る事とした。之に依

って劣化せる遥肘木を使用し得ると共に、ボールト

の務付を加滋する事に依って、 将来に於ても、その

下 りを1r f i 正する事が出来る様に工夫した。仁図ー13)

C.  肘木 ｦＮｾの 下りが上層柱の下りを招来する欠陥を除

去する為、各台鈴の直下に各数本の木束を立て、木

の梁を通じて椅材にのる様にした。仁図- 13)

構法的に説明すれば図- 1 0に於て、各府 B 点、と尾穫

との聞に束を入れた事となる。伶隅部に於ては 2 本

の尾撞の問、併ひ. に上下層の柱との聞に木棋を入れ

る事とした。

11. 今 回 の 補 強 方 針 の 特 徴

叙上の精油方針は、当初の構詮方式をその位の形に於

て獲すと共に、 当初の構治方式の持つ欠陥を是正する手

段を明阪に附け加える事に依って偽構浩を必け且つ之等

附加物のなかった当初の状況を明瞭に観取し得る織に し

た持、及び附加補1食材 として鋼材のパ ーを法隆寺五重塔

では主材として、ミ粧鳩寺三重塔では部分材として使用し

た治人何れに於ても之等の締付け、取替、除去三事が可能

な様にした惑に於て古建築修理方式として適切なるもの

と考える。

V.  塔の耐震性について

搭が地震の時に倒援した例は全 くない様である。 塔が

なぜその様に耐震性が高いかについては諸家各いろいろ

の説を出して居られる様だある。著者の一人が況往に発

表した「地震の破媛力と構造物の耐震力、仁註〉に関す

る考え方は寸支の建物の耐震度と同時にこう云う Ｚｾ塔の

高い耐震性をも充分に説明して居ると考える。即ち地震

の破裂力の程度は、加速度ではなくて、地震波のエネル

ギ戸、即ち速度の二乗に比例する ものであり 、構治物の

耐震性は単に7.K平カに耐える力ではなくて、倒壊までに

蓄えられ得るポテンシヤルエネルギー量に比例すると云

う理論からである。木造の層塔l士、自己振動週期は長〈 、

叉その安定限界の歪みも大きい。この事は、危険な地震

波として想定されるものの持つ加速度が小さいこと、倒

媛までに諮えられるエネルギー量の甚だ大きいことを示

して居るのでる る。

【住】 建築雑誌、昭和10年 5 月、 棚橋諒論文。向詳し

くは、京大工学部紀安、1937. Vol  I X， I'l o.4， Ry o 

Tanabashi :  O n  the  Resi st ance of Str uctures to 

Eat hquake Shocks.  

仁第 1 筆 者 京 大教授、第 2 筆 者 京 工 大 助 教 綬〉

大阪建築業協会舗
「大阪の土木建築界回顧録」発刊推奨

今般大阪建設業協会にて大阪を中心とした土木建築の 変遷と共に歴史的にも施工上にも参考となり 一本を座右

回 顧録が出版される。 に備へる価値あるものと思考推奨致し、 本会で取場めお

内容は業界長老特位が明治、大玉、 昭示巴代に豆り語ら 取次せんとする次第である。

れた疏水、生駒ト γ ネル、築港、〆ム、 緒、博l覧会、楽 四六版凡200頁に納め一部￥200前後の予定で目下同会

天地、通天閣、 日銀、市庁、公会堂、大阪城、地下鉄、 可2予約募集中、希望の方は10月20日迄にハガキで所要部

劇場、ア パート、市場、高層ビル建築、 述合国設営工事 数記入本会宛御申込み下さい。

等々宛→高の大パノラ マを想はせる感おり業界の推移 日本建築協会主記

大 会合 合 防 耐 1採
{ま を 間

電 阪 社 資 理 l 錆 震 一一

話 市 的 | ・用
日 仕

堀 北 奥 エ ，完 耐 ー

川 実 村 法 |金 火 下 進

@ 幡 重 ・|・長さ

式
一 町= 兵 安 |中 量 ーー

六 二 衛 任 ｾ ＱＷＱ ＱＮ、
を

四 番 商 施 。防 塁 一一

A  円番 地 底 、 I昔 牢
御

電

田辺工業努限曾jit
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法隆寺保存工事の

報告 書 について

杉 山 イ 言 三

法ｼ臨宇保存工事が ｬ 治手されたのは日間＼ｮＹｾ手 Ｔ 月で 、引 続

き現在に至るまで行われている。完成は未だ遠い。筆者

は工事前手当時の5月に入所、! j l くも翌年3月に退所して

朝鮮へわたった。引揚げ後it 時々法隆寺に足を運んだ

抗昨年は主として五重構の規短急躍をいいつけられ、

闘係事務所長に迷惑をかけた。この筆者に本誌のおil 締の

方がわりつけられたものは、この法| 臨宇の工事の中間報

告で るカミ、筆者には全然資絡がないこと明かである。

報告といえば、法隆寺保存工事こそ、コこ司Eを竣えた建造

物について桁納lな報告書が、刊行されていて、望むなら

維でも、建造物が如何なる性質を有していたか、それ

をどのように解体したか、又組立て式fか、中古に或る変

更があり、復原すれば当初j のものは斯械なものであった

ろう等の点について符易に知ることが出来る。それから

申しても今夏中間報告めいたものをする必放はない。そ

れ℃も向せねばならないものがあるとするなら、法隆寺

保存工事については報告書が出されているカ入他の文化

財たる建造物を修理した場合には余り出されないのはど

うしたことかを考え乍ら、報告包の定義をつきつめ、法

隆寺修理の制{ 涯の認識を新にし、文化財保存に余り関係

のない方の注意を促したいi . . ( にある。

今、制盗寺保存工事について出された報; 奇書を書き上

げると、

京 大 門 昭和10年

食 堂 絢 駁 昭和12年

来院礼堂及鎖楼 昭和12年

西 円 堂 昭和13年

地 裁 堂 昭和14年

大 講 堂 昭和17，年

Jt [ 院南門及凶脚門 昭和18年

東院舎利殿及絵殿並伝法堂昭和18年

夢殴及来院廻医li 昭和18年

北室院本堂及表門 町和20年

他に印刷が出来ていて配付されていないのに 「勧学院

表門」がある。叉別に来院全体を発姻調査した報告書

がるる。その内容は何れにも通じたも のとして、大別し

て3章とし、第1章では建造物の概要を迷ベて、特別峡護

建造物若くは国宝に指定された告示、建造物の規模、構

造形式、創立治主修理政損状況を説明し、第 2 章では

行った工事概況を示して、工事実施仕隊、工程、仕械を

更に納別して記し、費用の問J f - をしている。第 322. 主調

査功頃として、報告書の大部分を占め、破損していた状

態の調室 、建造物が有していた形式と技法に闘する調子正、

工事中に見出された発見物及銘文をぬげ、最後に史 Ｈｴｾ 考

察を加えた結果が報; 守されている。この報公に添えて、

報告書に( ま修理liij 、修湿後の写真図出、解体と組 ¥Ir.にか

かっている聞の写点、約 ｬ 部の写Ｚￄ図聞こ手が ｾｾ｢ｲｴ こ載せら

れていて、紙数の大半を占めている。

所で、斯様な報告ー告が何故刊行されねばならないのか。

文化財たる建造物が修理されて、報 ｆ 干ｾを出されない場

合が多いのはどうしたわけであろうか。この点が、従来

余りにも安易に考えられ右泊されて来ている。その修理

について、考えると二つの場合がある。その一つの場合

は単t 宅な場合である。建造物が年月の経過につれて、破

損する。それを修理するという、普通に修理という行為

を考える場合にあてはまる。建造物の破損が進行するこ

とを喰止ると共に、その部分を旧状にかえすことを目的

とする。従て工事は破損している箇所のみを修理するの

であるから、工事が終ることは、その修理が完成したこ

とを意味し建造物はl白状に復する。この織なQ1 . 純な工事

は建立年代の浅い後1ft に手入されたことが少いもの、若

くは蒸発的に被告あった場合に行われる。

他の一つの場合は主主雑である。文化財の多くの建造物

は永い時聞を経過したものである。その期間にt乞理も幾

度が加えられた。或る場合は姑息的に、ｾる場合は根本

的に、夫々の時に当然事に当った者の考えにより、建造

物の当初の姿を変えている。その技術も修理を加えた頃

に行われていたものである。結果に於いて、建造物は複

雑を額めたものとなっている。その建造物の性絡を完全

にとらえるには表問視察だけでは十分でなし・。表曲. から

とらえたとしても、それが正確なものであるや否や疑わ

しい。

このことをくりかえし、別の立場で考える。文化財と

しての建造物を対象として我々が求めるものでは何であ

るか。最初にとりつくことは、建造物のあるがままの姿

にながめることであろ号 。いいかえるなら表面から観祭

することである。表面からといっても外来だけ見ること

を意味しない。内部にはいってながめることをも含んで

いる。その場合に理解するのは建造物とその環境であり

、建造物の外面的な形成と内部l構成のおおまかなもので

ある。更に理解を深めたとしても、周辺の相似た建造物

とよ改定して、類似し，r ' J . _ と相違点を発見するのが関の山であ

ろう。叉別の方法で建造がどのように して創められ、ど

のよろな沿革を持っているかの点も知ることが出来ょ

う。これも表面的な餓祭及びそれに基いて出来た理解と

する。

けれどこれだけ- c ・建造物について知り尽したかと反省
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すれげ、的不十分・むらるこ。とを認めないわけにはいかな

し、。と L 、うのは、建造物は組ft てられたものである。紐

守. てには材料と椴造とヵ、関係している。材糾が同じ "(:;!b

っても、構造は何々について見れば巡っている点も為ろ

うし叉よく通じたものもあるだろう、従って一つで他

を惣推することは出来ない、叉建造物には見えない部分

がある。それがどの様に都成されているのか、 j斯織な点

を明にするために解体が要求される。生物の学問で持軍部l

学が軍事喜であると同様に、建造物をはっきりするために

解体が翠まれる。しかし建造物ではおし、それじいつ

でもなし得ない。それが修理する必要になっているなら、

その険会に於いて解体するのが経骸的に綴めて有効だと

誰もが考えつく所だ。

従って解体するとし、う場合に 2 通りある。一つは根本

的に{ 彦経することと、 fu剣士建造物の性絡をつきつめるこ

とを目的としたものであるが、後者の場合が前者に使乗

する。単に修理解体という場合の多くは、この二つの要

素が含まれていて、単純に修理とL 、いきってしまえない。

建造物を学b間号資料としてどれほどの佃i値をもつもので

あるか判定しようという心づもりがあって解体し調査

することが多L 、。斯様な修理の場合には調査ということ

がより大切になってくる。物によ っては調査の方に軍点

をおかれる。静賓となれば、当事者の物好きででたらめ

になされては悶る。目的を明白にし、目指な方針をたて、

十分に吟味した方法に; f f i いて行われなければならなL 、。

しかも建造物は一回限りで類例のないものが多く、繰返

し行うことが出来なし、から解体調査には先入感がるる困

宣された見方でなされるのではなく、しかもあらわれた

事象の意味を正路に読取るために経験豊かな人により、

文わずかな人数に限ることなく、広〈同等の技能を持っ

た人々によりなされ、意見を求めて、公平な結論を君事く

ように努めなければならなL 、。

斯様にして得た結論も、ｾる特定の条 ｦ 牛の下でのー解

様であることが多い。それら条件が変った時には、叉別

の結果を導き得ることも可能であろう。そのために調査

した経過と資糾とは向後世のためにのこしておかねばな

らなL 、。現実の資料でのこしておかれることは望ましい

のは勿論のこと、 ｾｬｴ でもが欲する時に自由に得られるよ

うな手段のーっとし誠査の過程と資斜と考察とを説明

した印刷物を作っておくことが緩めて必要になってくる。

報告のない調査は当事者が経験を加えたに止り、その人

達以外に役立つ所はない。報告のない調査は、その調資

ヵ: 行われなかったにも及ばない。抑疫が行われず、そっ

とおかれていた方がましである。報告・のない調査は本来

の意味を没却したものとして排斥したい。

解体をして十分な調査を遂げ、修理工事を完成する。

加えて祈査のo末を報告する。この段階を経た工事は、

その内の一部なす修理のみで終ったものと区別されるこ
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とになろう。その報告が、建造物自体とは別に、建造ｾ

を解体修理した時の状況を滞るものとな句、報告脅の文

と図と写真とが箆造物自体と共に; 准でもが亨:受出来るも

のとなる。従って、態造物が何等かのお11合で失われるこ

とがあっても、数多L 、幸目白書の全部が失くなるとは考え

られず、或る部数は永還に遺るのであろうから、建造物

自体にかけられたとは別の保存行為をなし -cいると考え

られよう。

法隆寺の保存工事に於いては上に解釈したような意味

で、最初j より報告書を刊行する計凶がおった。と同時に

調査は工事のための調査ではなく 、主主治物そのものの調

査でるった。従って、工事は調査の必要から予定期聞を

延長することも行われた。特に建造物の下より、以前に

あった建物の痕跡が発見された時には、そ の調賓が現在

の建造物を解体した時以外に二度と調べた機会に忠まれ

ない" ( : あろうから、念を入れて調査が行われた。この場

合の ｾｮ きは明かに建造物を保存するという第一目的をこ

えた行為でらった。それは物を明にしようとする、学術

的な立場をとったからである。法3益寺保存工事" ( : は斯様

な行為も言守され、その調査は全部報告された。少くとも

戦前と市府中に行われた工事についてはー凶;それが成し

遂げられた。

斯様なことを考え乍布、法1盗寺保存工事報街惑を手に

とると、それに関係した人々の苦労が偲ばれ、積まれた

努力の成果に感謝 L つつ、報Zs 審としての意味を体得す

ることが出来、そ の価値の右認めて高いことを知り、その

ようなものを知らない人にも知らせてやりたい気持にか

られる。そして法隆寺の修理が、単なる修理のみに止っ

ていない事情をうかがい知られる。同様な報告書は今向

続けられている軍軍然、食堂についてもなされると考え

ら: hる。

更に望みたいことは、斯械な報告書が、法隆寺の修理

のみに限らず、 何の建造物の修理についても行われたい

ことである。ー持、他の建造物の場合にも報告議が出さ

れた。しかし、今ではどうし寸事情に下にあるのか止ん

でいる。報告書が出されない支障は何であるか。その支

障を排除するよう当時者は努力されているであろうが、

街いえば、建築を愛好するもの、特に文化財として の建

造物に愛泌をもっ者カ嘩ってそれを要求する南をあげる

必要があるのではなかろうか。

く筆者・京大建築学教室助手〉

品{ 千穂i事雪J並 迎 ス レ ー ト

建 材 部
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大 阪 古 建 築 追 憶 誌

は し か き

Y中国紘明子から古建築に就て何か曾けとの依頼のまま

に丁度孟蹴盆会を機会に、咲くや此花浪速津に於ける、

私の最も親しみ深かった古い建物で、太平洋戦争の果敢

ない犠牲主なったものを拾い挙げて尖の精窪を怨ろに弔

慰し、供養、礼拝の心持ちで在りし自のiiu影を迫慕、回

隠する為めに書き誌す惑にしよう。

尤も与えられた時間と紙数とは限られているので、大

阪建築史の目次の一真であると共に、過去帳を展読する

程度の内容であって 、決して研究的価値を持たないもの

であることを諒とせられたい。

城廓霊童築〈大阪城〉

1 京 橋 門

現存の大手門とよ〈似ているが虎模は余極小さい。波

矢倉多門備の桝形門で、見付が15間余もあり、元和 6 年

小郷遠江守政ーが造笛奉行となり修築され、弘化 4 年 の

大修終を経たものである。

正面冠木門は屋根瓦筆、総筋鉄張りで左右に延12間3尺

の瓦主主の高堺があり多門は束、北、南 3 方に、コ字形に建

て速なり、京椅見f、j は入母屋を見せた矢倉で延52間 5 尺

第 3 図 大阪城京橋門見イサ

‘  ・・治

第 2 図 同伏見得東北薗

地 谷 久 吉田

窓は凡て方形で塗諸原を附け英数32、石蕗4、石狭間29を

設け、南側大門はi度矢倉J誌で総筋鉄張りの頑丈さは大手

門と同級である。

2. 二 番 櫓

二の丸の東南隅にある二重憾で東西 7 問、南北 8 問、

高さ 39尺、窓辺、隠狭間9、石狭間10、石落5、を設け東

区間リ廷にス母屋、南国初重に切妻屋根を付け、大様は型

の如〈入母屋造りの本瓦葺で棟両端には鯛を用い、外壁

凡て白! f f i 塗諸になっていた。

3. 三 番 櫓

二番憾の凶に隣りニ軍憾で東西7問、南北6問、高さ 36

尺、窓15、隠狭間12、石狭間9、石落4、大体ニ喬| 魯と同

一型互主であった。

4. i申 櫓

二の丸最西部、出曲輸の南隅にある二重櫓で東西 8 間

南北7問、高さ 40尺、主主25、隠狭間21、石泌:6を設けてあ

った。

5. 伏 見 橋

二の丸最北端にある大阪城中唯一の三重櫓で最ーも壮美

ぐうものでおった惜しみても向余りある建物で為る。東H歪

. を

第 3図 同入角務蔵背面

第 4 図 悶紀州御殿正面
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9問、南北8間現存櫓中最大のもので普通城廓の天主閣に

匹敵し高 さ47尺、窓49、隠狭間9、石落5。伝説 として伏

見桃山から移転したので伏見櫓の名称がるるが、元手昨年

の建築である。

先づ平国iを見 るに第1主は6間取で周囲に入側 を設け濠

に面して各出張: : r i 落を設けg 第2霊 ("I 7間に6間，4間取に

入侭I j を設け、北聞に破風の聞を作り，第3霊は5聞に 4 聞

の広聞とし，東西に破風の聞を張り出 していた。

上記の如 く各種各国とも 2 問宛のi! i l l 詰去を計って安 定感

を備え倖容を示す為めに破風の聞を作るなど構造に意j互

に紡i心の詫万: を拡った秀作であった。

6  八 角 薪 議

仏寺建築には三角、六角，八角等の多角形のものがる

るが我国域防建築としては唯一のものである。 木造屋根

宝形造本瓦主主で直径3間， 一辺の長さ l 問 4分 の小 さいも

のであるが内部に凶天柱を立て舛壁鶏艇、石積の上に総

2念館りと して四周に栗石を敷き詰めた犬走りを設け、内

部床は栗石信: みに漆I食叩きを織していた。記録によると

当初12棟 もらったとの事で珍ら しく面白い建物でらった。

7. 紀州| 御殿

明治18年和歌山城から移したもので師団司令部として

使用され、明治天皇の宿泊に供した: : t i もあった。

主殿は入母屋造りの堂々たるもので二条城を思はせる

様な書院造りで、大玄関には千鳥破風に軒唐破風を付け

内部の装飾家警を極め、竹の節欄間には雪に松、格、百

年革、間仕切欄聞の主主及び花狭間を用ひ，絡狭間内に葡

萄の透彫を様め，杉板戸には極彩色にて唐子を描くなど

昔杭配列・l家の遺・構として首肯させるものでおった。

宗 教 建 築

1  建 材 別 院 に 東区本町四丁目〉

俗に北の御堂 と呼ばれ西本願寺の別院でるる。敷地

約6000坪の中に本堂、ニ尊堂、庫裡、対面所、書院、白

書院、玄関，小玄関、膳所、小台所、鐙機堂、太鼓楼、

第 5 図 津村別院行在所御座所

、 内 品 約 布 F 山 … r “ ..... ._-， '，.，. ....… :号

第 6 図 難波別院本堂E 面

経臓、北土獄、長土殺、茶所、北長屋、商長屋、玄関門、表門、 第 7 図 難波別院行在所

南門、南門 、 台所門、裏門，学問所得手 ｾＱＳＶＵ 坪の建物が 丹，阿件の象 乱 雲水の 竜 等 の 慨 を川ひて装飾 し善美

概比して翰換の美を尽 し 南後堂と共に御堂筋の一大壮 を尽していた。此彫刻はめうが屋街七と云ぃ左甚五山1¥の

観であったが今は夏草花々ど茂り筏時の1l l l : 観の悌を留め 再来と云はれていた名工であった。

ない。 本建築は棟梁水口若狭守宗貞手 ＧＺＱｾ ｡Ｖ年科建に治手 、 岡

本堂は嗣吾屋根入母屋造本瓦葺向拝付で桁行11極仁21 19年10月5目、 3ヶ年を費して竣功したものであった。

間4尺2寸〉梁間10掻く20間4尺8寸〉向拝桁3撹 ( 7間2尺4 明治天皇の行在所tこ当てられた古御殿は史蹟に指定さ

寸〉梁閉1扱仁2間5尺4寸〉高 さ87尺の家壮なもので、面 れていたが、木造緩建答棟造筏瓦葺軒先銅板葺の数奇屋

積 593坪 41の大建築で大阪市内に於て間ーたるは勿論関 風の建物で軒桁は杉丸太の長さ 6 開通しの豪華手なもので

東の芝僧上寺の400坪 66、長野善光寺本堂 432 坪 5 合を 御座所は天井裕天弁、床の間は帖墜にて鶴に金似ヰ を 散

凌 ぐこと遥かなるもので如何に大建築であったかが想像 し、襖は金地に若松に箆、釘隠 しは菊くづし紋級の彫刻

出来る。軒ニタ軒、料秩三手先唐様にて広橡の柱1尺8寸 等立派なものでるった。

5 分角、向拝 柱2尺角、外陣柱径l 尺8寸、内陣柱径 2 尺1寸、 2.  難 波 別 院仁東区北久太郎町凹丁目〉

凡て俸の無事也材を用ひ、内陣柱は惣対白極彩色吋軒閥、 北の御堂に対しl南の御堂とも呼ばれ東本阪の別院でまb

向J手の木5号、手抜，奉股，欄間等には殺，葡萄腐草，牡 る。敷地5158降、 境内tこは広問、 鐙後、 太! 欽堂、 経蔵
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第 9図 同 茶 席

着恥Ｂ，，ＺｾＮＮ， 喝 .  

第 10図 凶天王寺東大門

mY71 麟 所 、 表玄関、白書院、 新 棚 、 古御殿、齢 、 役 僧

部屋、香部屋、内玄関、議寄席、茶席、台所、 廊下、土

政、納屋、婦人席、唐門、台所門等建ち並び延回iJ ' D575

刊の堂々 たるものでらった。

オて常は ｦ ｦｩＺ府民主在宅 入俣ｾ ［包本 瓦五向 ｊ 判、ｊＧ で桁行 ＱＱ Ｃ［ｾ ( 20 

rni . l g3寸つ梁間19扱く16間31<:. 5寸〉向芥桁行3徴 。 間8寸〉

援問1i，盈 ( 3rr! i1寸〉国民435坪41、北の御堂に次〈大建築

物であった。

古御殿は明治天皇の行在所に当てられ火山に桁定され

た建物でi . ii . 府屋根入母屋造本瓦立のi!J 1完治りにて玉座に

月j ひられた九段の聞の床の帖慮、襖等は狩野官民の企襖に

山71( をf前き天井は格天井に花烏を描いていた。

本堂は正徳 4 年に務成され、古御殿は天保15年の建立

℃ーあった。

3  願 泉 寺 仁浪速区鴎町〉

止tのふの苫院と茶席とは己に国宝に折定されたもので

あった伊立政宗の寄進に かかり書院は文京 ｉｕ ｾ 人カ 宥長市堂

と命名した佳で」段の間には武者間しがルり、茶席は三

位台 II のfと痛でちさの木の中省担1子の業で張った点前r i :

の天井等は数奇者を喜ばせたものであった。今一つの席

は長l凡l! el : で原32の聞と呼んでいた。庭園も枯山水の立派

なものであった。

4. 四 天 王 寺 〈天王寺区元町〉

IJLI 天王寺境内中百済式伽墜を誇る権、食堂、廻郎等を

亡くした ものは誠に惜しい事で‘ らる。

京大門 m内中最古でるったと共に国宝に指定されて

いた。片桐旦元が清音3 竪行と して建立したもので、桁行

6間3尺、梁間4間2尺、単層切要治木瓦廷の大建築であり

木泊胤主大でBIIJini は 3棟となり複雑な形を表はし奨束、大

統束 ζ 俗に梅ケ校の手万t鉢〉謄Ji l i ! i 子、波等の彫刻は維健

なる平法と架構との調和よろしく大阪を代表する建築物

でらった。

経 蔵 廻 転 堂 と も呼ばれ商大門と来廻原1¥との中央北

側 にあった。方5閥単層屋根方形造木瓦立: 銅銀露主主を頂き

、伝大士、普成、普賢の三像を安置し一切経を納めてい

た。府様にて椴H円柱を立て疎盤、筏府戸、火燈窓等を

設け、軒ニ杓: 繁権内部床は瓦敷、内部に1 ' "1天往を立て 中

央に八角の輸裁を置いて いた。 務ｾに語放は中央に焚字を

用い、織に鹿、獄、紙等の彫刻を配 Lf t 枠の欄間も見る

ベきであった。元和 9 年の建立にかかり良い建物であっ

た。

手7)<く屋西大門の西南にあった小 さい建物で、削内切

妻造木瓦主主令、全体の絡好は軒の出が浅いのでモウ ーっ

というところであったカL 細部には見るべきものがらり

両棄の懸魚に牡丹の彫刻が用いられ、度[ 集中央の大瓶束

尻の彫刻も桃山識を幣び、殊に棟礼には片桐区元の名が

記され: f 'Jll ' i : なものでるった。

5.  南 京 王手〈清害事院〉天王寺区勝山通
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第 12図 川口教会溶成記念

第13図 鴻池瓦屋橋別邸

明手昨中支那( 曽大成和街の中興にかかり、本堂には関

惰 O){象を安置してから南京寺と呼ばれた。表堺止は青薬

の掛った陶器の窓飾りを厳め在留中国人の参詣多〈祭日

にはｾ香堂を覆い、境内には惜字炉もあってエキゾチッ

クな風景であった。

6. 一 心 寺 〈天王寺区逢坂コ

東門は玉造の黒門を移したと伝えられた大阪城の遺構

として珍霊な もの℃あった。

茶席は大阪城中より移転したも ので八窓席と呼ばれ遠

州好みで有名でおったち

書院襖[ 自の山水は狩野常f言、杉戸の花鳥は狩i l l I 7k徳の

筆であった。

7.  )11 ロ 教 会 く西区古川町〉

教会堂はゴシック式 5 側木造瓦葺で! J J .j治12竿に竣功し

た絶然たるキリスト教会堂であった。仏国宣教師の設計

にかかり、主教ヘル ナJ しトの指婦に依り長崎県人野浜安

五郎監査管、滋賀県人i質問彦右衛門棟梁としてhlli 工した。

身廊、側! 郎、中央祭型、神文座、司教均等猿い、窓は尖

頭式プ戸チ を月3¥' ' _ 際材一式にて構造は木骨煉瓦造で鯨!

瓦は拐にて製造し: た。英の後屋以及窓共変更 していたが

車dJ 部は倉IJn当初 のままであった。

住 宅 建 築 及 雑 建 築

1. 住友! 日本邸 〈東区鰻谷東之町コ

屋敷の北側には石造の門柱があって、左右納に石造の

22 
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第 14図 衛成病院本館玄関

腰積の上に鉄柵を立て、建物は木造屋根容僚の瓦葺 2 階

建で、正面中央に切衰の玄関が本家に昇りに取付き、! 惹

棋の中央・にはスト戸プの侠突と避雷針が付き、階下は食

堂、期間に吹き抜けのアケ戸ドがあり柱聞はア戸チを架

け、柱はフ リユ戸チ γ グを施したキ ャピ!il ;1.- 附で、欄fF

の手i習はそ 戸ルデゾグを附した手の込んだものであった

階上は応接室と寝室とに用いられた様で、手法は階下と

問機であった。

明治12年の建築で洋風個人住宅としては大阪最初のも

のであった。 尤もそ の後幾度かの修理と変更をE重ねてい

るが大体は当初j の健である。

棟梁は八木甚兵衛で当時相 ＱＱ 戸の府包 ￬ ｴ｛ｾｾ ｾ 泉布視等の石

造や煉瓦造を参考として木造としたもの、泉肴1・餓は明治

、4 年に出来たので駁古であり現存しているのは有知L、。

2  鴻池瓦屋橋別邸くl者| 三瓦屋町〉

建物は数奇屋造りで広大な庭図美と共に大阪の代表的

のものであった。殊に大Jよ聞の床の間脇棚、天井は雅魁

溢れ広場: の豪壮と共に長者らしき品絡そ見せ、長時子の間

の床脇棚向板の如心斎好の捻，悔透しも茶人としての見識

を見せ、 |剖畳台闘の如心筋好みの茶1mは低き天井、 火燈

口の調子良〈、天井掛込の給柄、得: 近1lt の作ではあったが

見遁してはなぬも のであった。

.3. +  • ｾ堂〈浪速区霞町〉

。| ・人小西来山の隠綾地で「お孝行の名sへ覚えず年暮



れぬ」一心寺とは指呼の間にあって来山の逃避生活に相

応しい邸宅で、十畳数の十万堂を初めド"ln: 桝床の席、利

休好の凹畳半、隅床のあるこE 台目塁手数奇屋の幾っかが

巧妙に配列されていた。元秘年間頃の建築でるった。

4  吉 田 屋 仁 西区新日lJ 北通二丁目〉

タ ｾｄｦＮ 左衛門で有名な揚屋であった。表 ｬ｡ｬｬ えのド ｙ シ

リとした長屋風の装勢さ、寺院のJ i l I 館を思わせる織な台

所の屋根裏の構成美、ヘツツイの配列、大きな八方、祈i

棚、物入曳l i I のirf いた段梯子等を初め大座敷の広橡の化

粧煙、床廻り主主( : ! : 如何にも大まかで裕々 たるもので怠っ

た。文化 6 年新町悦以後の建築であったが:大阪としては

此種の最古として惜しいものでらる。

5  衛皮病院( 耳訂正大手前之町〉

徳川l時代の東町奉行所跡に明治19年に大阪街成病院が

建てられた。併行社も同時に出来ている本館即ち管理室

第 1病室から第5病室、第7病室、Z? ，4j J場、門街、罵繁

場、倉庫4僚とも同時代で、管理室は桁行23問、梁間4間

廊下 1 問、玄関付木造 2 階建瓦葺で、玄関寧容の震を淑に

は起り破風tこ1ぷ魚を付・け英住はキャピタル ・ペースの付

いたカラムにフリユ戸チシグを入れるなど和洋折衷の滑

稽なもので、入 口には石造の復興式尖頭を用い、建物の

隅は石段、木材は凡て俸材で初期洋風建築段1紋時代の極

めて幼稔な手法の好資料であった。

あ と が き

以上玉石海南でらるが幾多の天災地変に耐えてよく生

き長らへ目まぐるしい変遷を外に見て大阪建築史、大阪

発注史上生きた実証であったものが戦争とL 、う 悪楚に魅

入られて陣時に消え失せた事は返す返すも残念である。

以上列r; 己の外まだまだ多〈の犠牲となった建物の数も

相当であるカL 限りある紙面の為めに割愛 してi Tfを捌く

此の封l ! 文が斯界の為め後l止に伝えられ些かでも参考とも

なれば望外の光栄である。

仁筆者池田谷建築事務所々長〉

古市土寺に於ける構造についての随想

I  

ｾ［｛，、は大正 ＱＲ 年の Ｔ 月に上京しーじ東京高勾ー工業学校の建

築科に入学した。当時、 F司令ケは浅草の城 li 可にあったので

彩、も学校に近い浅草の間三筋肉 のY. M. C.  A. の 寄 宿 舎

に入札ここから徒歩で通学した。 一学期には製図と し

て、タスカシ ・オー 〆戸、 煉瓦問、木造木仕切り、英の

{ 也、今一枚を匝iいたことを思い出す。日 11祝日も祭日も製

図に追われていたのが咋目、今日のように思われるので

為る別組分以前の話ーである。この時の製翠| の光生が、今

の材桝学の狩野泰一博士である。惚士が一昨日大阪にお

いでになり、この話ーを申し上: ずた。狩F . f IW土も在犠30竿

の祝賀式が行われるようになったっ一学期の試験をすま

して、帰省の途についたのが 7 月8、 9 日頃でらったっ夏

休み 2 ヶ月に何程の勉強も出来ないと、何にももたずに

家にかえった。この帰省の車中で、有島武郎氏が心中さ

れた記事をみた。あの Ｙ 月 Ｑ 日の関東大ｾ［Ｕｾはこの休み中

台ことセるる。丁度私はまだ帰省中で、その日は家で首

f習をしていたので可成りの地震があったカえあまり大し

て感じなかった。私の郷里志i撃の国にも地震後、少しの

ff : 浪がらった。

9月2 白、 3 日になって東京大地震の号外をみたっ帝郡

全 民 死 者 数 百 万 ー・のお事に今更のように称、た。今

のようにラジオのない時代である。ただ新聞が唯一の報

道機掬であった。 しばらくはその報道の呉%を疑し¥ 楽

観的な希望をもっていたヵ: 、10日たち、 15日たつにつれ

堀 口 甚

東京の大震災を信ぜざるを得ないようにたった。何にも

持たずに帰った ことが後悔の種になった。冬、互の洋服

和服、ＺｪＧｬ ｾｮ［ｽ 、製図骨号、 Ｗ ト γ 、机等 全部 、新 調しなけ れ

ばならぬ。 9 月24日には宇治山田、 津え* をJ I ( に出たが

なかな力守三に入らない。その当時の苦しさは今思っても

涙の出るf立である。 11月の初旬に、学校の始ま る通知に

援し上京した。西巣鴨の旧明治女学校の校舎が務専の寄

病舎となり、彩、は若絞寝子が小公子を訳したといろその

部屋にとまることになった。

東京の下河( ま殆ど全滅であった。西三筋の成功: えも 、

見にいったが、漸くことが、そのあとかと恩われるばか

りの有段であった。然るにこの焼跡Jこ滋然と i退くから見

える浅草の切背堂を見た時、私l士、その偉容に驚いたの

である。浅草観音堂はその小屋組iまトラ スに組んでもな

い。控{ 本に筋違が入っているのでもない。 しかしてあの

激震に耐えている。当時、丸の乃で建築 i告でーあった鉄筋

ヨゾクリ戸 卜 造の 明和ピルデイ γ グは、ｾの帯、ーたま

りもなく崩渓し、中に; 型まった人夫数百人を腐り出すに

多大の経費を要したということを開いたっここに大きな

間宮があると当時の私は考えた。

学佼を出てから、長] f の工業学交に 3 ヶ年数えたっ長

野の名物:t更科そばと善主: * である J 酒をのまなかった

私はそばの味は、わからずに大攻iこ来たっ長野の善J e ! j :

は、週に- ] ] は散歩かたがた参詣したのである。長習で

は散' ) 去といっても善光寺え行くより 外に' ! T くところがな
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、 ι ・ Ｑ 主 ξ 。 壬う足旦 玄 ｆ ト ｕ￬ Ｎ イ ｾ {  <Ij ι E 担、¢ ときの堂一字 詰え寺誌堂一宇及自余諸寺対人宅等多以願伊h

大地震によって櫛l Lた人々をとむらった碑がたつてい 京中無税; 愁

ι  とし 、うようなものではっきりわからぬ。 然し以上の記述

七 の 批 仰の善制 服 は、そ の 闘 の範囲まあま をみても胞 の 多 く 淵倒したのtこるの大 き な 東 大 寺

わ広くなかったらしいが、長野市附近は大きな被害 を受 仁天平創建のもの〉が扉三聞の破損しか うけなかった こ

けたも の'C<ある。大日本地震史料。本邦大震災概表等に とが判明する。

よるに、 i この地震は、 今一ゆ'1J をあげれば、元冠の役の大暴風は近畿、九州議

「弘化4年3月24 日く1847年 5月8 日大陵商〉に起ったも 国をおそったものであるカ入これは弘安 4 年閏 7 月 1 日

ので、善光寺は3月1 臼より原帳で、 諸国より 参詣の老若 仁1281年 8 月16日〉 のことでこ の通知が京者j¥1こ、7月9 日

若手集し、 24日は長野市中最も雑沓をきわめたも のであつ に到着している。 一代要記に、

た。同夜 8 時過ぎ大地震とな り、幾時ならずして数ケ所 九日宰府脚到来云 去朔日 大原点E吹 百li呉国兵船悉以

より火を発し、善光寺の如来堂く本堂〉、鐘楼、山門は倒 漂没了

れず奴失を免れたカミ、長野市中で家屋の侮れ飢亡したも とある。匡底の大事件が九州lから京都えとどくのに 9 B

の2凶 4軒、E雲火災と もに免れたのは佳tこ142 軒で、市中 を要している時代を考えると、↑ It界の栢・報がただちにラ

の死者2486名でるった。附近の村々も級答多く 、こ の蕃 ジオで達する現代の進歩に篤自己せしめられる。 然し我々

光寺地震に於ての死者の総計は8600入、全潰住家210∞軒 の建築視すはこの報道の進歩に不行 して進んでいる℃あろ

内約3400軒は焼失 した」 うか、疑レなきを得なし、。

とレう のである。 この大地震にも、あの大きい善光寺の 班

山門、 不主治:似れなかったのである。ここにも問題がら 以上述べた如く、日本の古社寺は本造建築であるにふ

るL 思うのである。 かわらず。地震、暴風に耐えたものが可成りあることが

大日 本地震史料によると安政元年11月5 日仁1854年12月 わかる。仏寺の消滅は、地謀、暴風よりも火事の方カ争

24 日大阪! 蛍〉の地震も大きなものでるって今俗、私の母 L 、。殊に雷火による療の航失、この延Jj' Lによる他の堂の

なども子供の時聞かされてその惨害を語るもの℃あるが 焼失が著しい 。有名 な論争の法隆寺の再建 、 手 ｉ ｾ 再建も 日

当時の旅行者の長率 tこ、銭、田利宮の記事が見えている。 本書紀、天智天皇9年4月30 日く67併f- 5月24日〉

それによれば 夜半之後民法| 包守 一屋 烈 余 大 雨 宮 霞

「一・程五ければ、手話、回に誌で、猶往さきを祈らんと とあ ることから発 している。

路を狂てかの札へ誌でけるに、不測なるは、その駅より 平安時制 こ建てられた大搭、法 蜘 の 第 な ど も川 崎

道の程八九閃I の傍にして、宮居少 しも議することなく 、 12月2 目、1174年 明 19日、 1176年 4 月11日と泌雷 してい

社患に捧し燈明の火さヘ消る< l ¥なかり しかば、突に紳国 る。

の貴さを心に銘じて慾訟を流し、暫時祈念してたち去り 雷火による鋭失は木造の大建築では、当時の消防カょ

っつ、また元のふに出? と¥それより次第に下旬けるが、 より考えて、殆ど防ぎ得なかったであろう。

道筋すべてi / f ; . 滋を吹き出し、泥みとりて歩行がたき、人 E  

要震は一様にgrれ損じて食を求むる家もなく 、舎るべき方 雷火、失火に耐えることは出来ないとしても、地震、

もなし .. ...J 暴風tこ相当耐える社青年は如何にして造られたであろうか

とある。ここ にも 一つの問題がある。 これに対し、阻想を述べなければなら日以 ｬｾＨ 序となった。
E  総ての建築家がいうように、よい建物、強い建物は、設計

以上は土佐長と古社寺¢弘係をのべたものであるが大暴 施工、維持管理の 3 つずJ 主によくなければならぬ。そし

風と古社寺 の度係は、日本気象史釈によ ればわかる。私 てこの 3 つをして直進;的tこなすためには、これを支える

は、これにも地主の如く、民家治:多主主潰滅したのに古社 経済的基艇がしっか りしていなければならぬ。近代の歴

寺のみ厳然と絞ったとい うような言L 録はないものかと、 史 家は 、人 数の庶民 Ｑ 奨述を原始共 ｊ ｉｩ ｾｊ 時代、奴隷時代 、封
L らベてみたがこの気象史斜の言L 述lま地震史学; 程、詳 し 主主時代く或は法皇λ 時代コ、資本主議時代と時代を分け寸ご

くなレので、はっきりしたことは、わからなし、。 記述が いる。これは ，唯物史広であるが、終戦後C文甜l省、の歴

民宿' に及lまず、古tl 寺のみのffi: 巌が述べられているから 史教育に採月j した史観も全くこれによっているのである

℃ある。例えば この史観に立つ時、 日本の古刻寺のすべては、奴隷時代

応 抑 制 月 3j 日く9畔 1叩日〉大和・近江・諸国大風雨 封建時代の建造tこかかり 、その多くは、当時の権力者の

日本紀略今日大風雨大手r . 近江等国 官 舎及神社仏 自己の威厳を誇示するためか、自己の宗教心、芸術心を

寺 張 緩 東 大 寺 扉E 間 カ土大円等兵徳寺維摩堂一宇 務足するために、一般庶民の生活を族隠するこ となく II

態ー 蓮華町薬 師寺七 仏 ｾ ､ ｩｪ［堂一宇井数字 紙舎西 大寺食 て 免れたも¢カ多く 、古恒三自廷進に矢する弘照は可成 り
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登でるったとみなければならぬ。

この豊かな経済力の上に、先づ設計について考えて見

るに、務停古社寺を設計した設計家はその当時の一流の

技術者逮であった。中には、 当時の中国え長年月留学し

た僧侶がこの設計をしたものもらろう。又これ等の( 曽に

学んだ技術者もあったであろう。そうして識業の l生援が

漸次その経験を蓄積したのであるから、中国とは殊なる

我 国の潔境に適 した而 ｴｾ 、耐風の設計をなすに至 ったの

である。これを平安京の建築に見ても初期の唐風文化、

直写時代の建築は多く風に飼l嬢しているが時代の進むι

つれてこの夙による飴践は少くなっている。

これ等の古社寺設計上、当時の技術者は先ず、その放

地の選定に於て袋を得ていることをあげなければならぬ

古社寺を我々が訪れていかにも、その9出也の好き場所を

選んでるることに常に感心せ しめられるのである。

又、建物を高き基壇の上に建てるようにし、床も高 く

し柱下の腐ることを防く工夫をしてあることは、当時

の技術者が、立派な学識をもっていた証拠となる。

又、 平面も極めてまとまりのよい形 とし、多くは刻表i、

形としてあるから、地震による振りモ戸メ Y トを起さな

L 、ようにしている。

施工については、先づ材料の良質のものを使ってL 、る

ことでるる。これは豊富な経済力にものをいわせたもの

でるろうが、それにしてもいたす、らにめづらしい木材と

い うようなものを目標にせず、槍、鯵等の』込質の材料を

使用していることには感心する。大阪凶天王寺の金堂は

昭事ゆ年9月の大風で倒れたが、あの建物の木材はきわめ

て惑かったように思う。松材を使用してあったように思

うが、松は、耐久力に於て、槍には到底かなわなL 、。善

光寺は、 全部桂の木でつくられているが、その木材は良

質のものでらる。然し材料の良質というのは経済力に左

右されることが多いもので、京都の御所の木材と二条離

宮の木材、及び明治になってからのものであろうか京本

願寺の木材と比較するとこのことがらりらりとわかる。

材料についで、 これを笑際に建築する大工であるが、

有名な古社与は、良い大工を全国から集めてつくられて

いるようでらる。

次の維持管理でるるが、 これが適当に行われている。

封組専 (¥: ; の大権) J 者、徳川幕府の日光尉の如きは、維

持管理の伝も行きとどいたものではあろう。田辺若手T事士

の「日光蹴建築」を見ても 、幕府は断えず、この闘の修

絡に力を入れていることがわかる。

豊臣秀吉、秀tJi の如きも 、回分多くの社寺の修繕をし

ていることは、感心でるる。これは家康が登臣氏のl { _ f 政

を困却ならしめる一方法としてとったとかいうが、それ

にしても、 この心掛けは、悪いものではない。

徳川時代になり 、庶民の生活も安定し、以前より は幾

分一般庶民の生活も楽になり、叉町人階級の事棋につれ

て、経済力の主将軍カ明人にうつってからは、これ等→文

民衆の古社寺修理、復興に京、H - る献金も多くなった。

鎖国時代の封建社会に住んだ一般民衆には、その進路

がふせがれていた。海外に雄飛することも 、織業を自由

に変更することも 、自由に居住地を変えることも禁止さ

れていた。人々は漸く人心に奥深く しみこんだ神道、

仏数の影符によって、一生、回畑で働いて、年々零細な

金を防省し、一生の思い出として、伊勢とか善光寺とか

東大寺とかに参るようになった。城下町、門前町、社前

町の発達は，徳川時代になってから、発達が著しくなっ

たものでらるが，これらのうち、門前町、祉前町の発主主

( ま，古社寺に必然的に関係あるもので，これ等の凶I が発

達する。それ以上に、 社寺の献金は、多かったものと見

なければならぬ。

この献金が多ければ、新しい社寺もたて得る し、又そ

の修理にはｾＨかかぬこ ととなる。

要するに、精神的にも肉体的にも進路のふさがれた一

般民衆が，未来の世界に於て、より自由に生きんがため

布11仏にたより渉財の寄附をしたことが，古社寺の構造を

堅牢ならしめた一大原因であろうと思うのでるる。これ

は現在の天理数の殿堂を見れば容易にわかることである

次に，日本の国民性と して、古社寺を信仰の道場、否

、信仰の対象物とさえ考えていたから、故意に古社寺を

被援するこ とが、極めて少かったことも注意しなければ

ならぬ。私は明治33年生れで明治時代仁田舎で育ったも

のであるカL、氏神の森には，子供としてよく遊びに行き

い ろいろの遊びを したり 、tJ、烏をとったり 、椎の突をと

ったり したが， 氏事11の森の中では，小使してはいけない

というように教えられ， 小使の したいときは、森の外に

出て用をたしたものでるる。この心持は徳J II 時代の人は

更に岱くもっていたものであろう 。

明治41年かに、全国の神社合犯ということが強制的に 一

行われて、村に一つの村社になった、私の区の氏事11は，

形式上村仕に合流になって，それ以後の子供述には、氏

科iの森の中で小便するものも出て来た。南方熊摘氏がこー

の神社合犯に大反対を したことを後で知ったが、これはー

大L 、に理由のある ことであった。

古社寺に於iナる構造についての随想とL 、う題を与えら

れて、利漁法いようなことを述ベたが、随想可きあるから

御ゆるし願いたい。古乱寺の構造の力学的解折は武藤消

博士奴白 Ｔ［ｾｈｾ 士のなさったものカミ 、 建築雑誌の古いもの

に出ている。

今年の始め頃の文芸春秋に出た上野東照宮の宮司の話

を読み、又永井荷風氏が「紅茶の後J で英の美をたたえ

た徳川氏の忠勝の廃波を見、 7計主寺の維持也哩も困難な

時代になったことをつくづくと感じた。いくら設計がよ

く施工がよくとも、維持管理に欠けては、遂に、古社寺

も、亡ぶ日がくる℃あろう。然し私は日本国民性を信すF

る古賀、そんなに早〈 亡ぶものではないように感ずる。

〈筆者府立淀川工高教諭〉
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徳、 田

緊迫せる世界情勢のさなか、被占

領国という立場tごありながらも、我

ー国の建築界の現況は可成り涜持者なも

のがある。中でも高I.m建築の流行に

は異常なものがみられる。東京或ば

大阪の如き大都会地に、庶民住宅の

絶対的不足にも拘らず高層建築は次

h に完成し、叉計制されつつある。ラ

イトは高問建築を評して一一一建築の

匝奇形l尼ーーともいい、更に一一高府

建築は自己自身の生活をもたない。

それは自己の周辺となんらの l奨係を

ももたない。ただ競争にかちテナ γ

トを得ょうとするだけで環境や相互

作用にはーベつもくれず、完全な野

蛮性. をもってそびえ立っている。高

府建築は倫幽9でも美的でも永久的

でもなし、。- i : " オ・は商業上の利用物で

あり、たんなる色f宜でーあり 、商業的

成功のほかはい古なる高い後一理想

をももたないーーともいっている。

マムフォードも一一天使と飛行士と

のための建築一ーと呼んだ。者1¥市計

ii" i者fこちにし、たっては高明建築こそ

れ会の没F誌の渡木人であると公言し

て( i ばからなかった。Dl Z 程今vから 20

年程前、雲をつくような 102 階のエ

γ バイヤー・ステート・ピルがその

巨大な姿を現わした頃即ち高間建築

の隆盛期にあっては、そのような附

評も妥当であったろう。然し現在は

もはやこのような建築は現われなく

なった。今後の高層建築はどの方向

をさすか。ニューヨーク・イースト

r河畔の地上39階地下 3 階の国際連合

本部事務局ピルが手ががりをあたえ

る。金属とガラスを用い殆ど普から

ーお

頴

解放されている該ピルは完全な機能

主義を表現する。叉その目的は人道

的である。該ピルを仰ぎ見るl母、批

評家も 自らその態度をあらためざる

をえなくなる。過去に於て中| 止人は

1':111へ又宗教への帰依のあまり、空高

〉そびえるプシヅケの尖時止をうみだ

した。それは天国えの仰の階段でも

あり 、中| 仕入の素朴なヒ ユーマユズ

ムの建築的表現でもあった。高府建

築一摩天楼ーも笠高くそびえる。そ

れをちみだしたのは近代人であった

版業不命を起点として近代資本主義

が成長するにつれ、近代人ばピジネ

スえの憧恨のあまり、その建築的表

現として摩天後を創造したのである

摩天楼の際史は1836年シカプに w.

L.  J ei1. ney によって完成された H-

o me  I nsurance Bui l di ng  ( 住宅保

険ピル10階〉より始まった。人間性

を? 無視してまでも高い摩天楼は資木

主義の絶頂に返した時にちまれたの

である。それは ヒュ ーマニズムへの

反ii.l i ですらあった。社会的人道的m1

惑ともみなされるのも当然のことで

ある。酢天磁の限界はエゾパイヤ ー

. ステ ート・ ピルできわまった。高

度な資本主義が徐々に社会的人道的

方向えと変貌するにつて摩天機も必

然的に変化した。国際連合本書fム事務

局ピルがそれ℃ーある。該ピ) 1 - を通じ

て現代人のヒュ ーマニズムをmい知

る。それば機能的であ旬、人道的で

あり 、平和1えの祈顕である。巨大な

までにも高い摩天楼はもろろまれて

こない。現代人がつくらないのであ

る。さてひるがえって我閣の高照建

築をみてみよう。

摩天楼というには高さに於てあま

りにも小さいのであるが。過去、資

本主義金椛のi皮にのって幾多の高間

建築が我国の大釘会にその姿を現し

た。第二次世界大戦によりその建築

は中絶したじまいえ、現在の高! 再建

築流行もその延長であろ号。ピジ不

スえの憧↑ 良、それが主因である。

高明建築え情熱を抱〈我国の建築

家はエ γ パイヤ ー・ ステート・ピル

に怪僚を感じてはならない。国際連

合木部ヨ事務局ピ' しが指針である。あ

くまでも人間性に誠実・であれ、あく

までも絃能的でられ、高炉; 建築えの

情熱を支配するものはこの言葉であ

る。そして在、は斉明建築も情熱をそ

そぐ人々に際天後の苧十学的意義と摩

天機の父とも綜せられる史実を紹介

しよう。摩天後すべてそれより出発

したのであり、叉それを知ることに

よって我問の14明建築家の胸中に何

物j かカヨーさ[ : えるであろううと思ろの

てr ある。さて一一

j収 機 ( skγEcra?erコなる言葉が

始めて紙上に! 包載されたのは1891年

版の Amer i c an Sl ang Di ct i onary 

に於てでーある。それによるると sk-

. yscraper を{ ま一一一 a ver y tall bu-

i l di ng such as n o w are bei ng b-

ui l t i n chi cago-ーと解釈している

即ち当時シカプに建ち始めた高明建

築をさして摩天楼と称したのであろ

号。この言葉に従えば一般に高明建

築を摩天楼といっても よいであろ号

治司突はそうでなし、。後 l' 上建築史学

の隆盛に伴って摩天後の定義は建築



史家によって下された。 npち鉄骨'HJt

造仁steel skel et on) の事務所建築

くoffi ce bui l di ng) を摩災後とする

のである。高間建築であることは勿

論でーある。そ の意味からして、jiI1PJ

の鉄 骨 Ｑｾｗ 造高約Ｔｽ Ｑ 務所建築であるシ

カコーの Ho me I nsur ance Bui l di ng  

仁1884- 1856) 10階建を摩天楼の父

とはした。シカゴiJ 氏の建築家 W . L.

J enney がそれをなしとげたのでら

り、摩天楼建築はこれ より 始ま るの

であ る。 一一更にj泰夫後起築のβIJ 始

者であり開拓者である W .L. J e!l ney  

について述べてみよ勺ぞ

V1i lliaム.TI L eBar on ]e;，n巳y く133

2- 1907) がええ{主の地を求めて凶. 部

の 新 ＡｗｩＺｩ ｬｾ 市シカ コＢに来 住し たのは Ｑ 占

6ぷ手称の頃であった。美しい新設を

労 りつつ砂援にまみれ東部よりの駅

馬車を降りたった J enney は、まつ

シカコの町の也喋に待以ーの目を隠っ

たのでらる。ガスf訟の員Ij < 街路には

鉄道応策カ司ｾｾ走し、脳 ｴＧｈ 場には 仲 買

人や牧主主か光Gr :j し、l勝負に夜の更け

るのも知らぬ程でるった。 思えばマ

サチユ 戸セ ツツ j' i'j の一弾 村 7 アイヤ

戸へブンに1832竿長国主の子として

生れ、宇和l に又誠実に生長した J 巴-

nney にとってはそれは余りにも渓

じい光設でるった。 故郷の牧;放的な

ｾ凶 ｦｦｌ に包まれて当 地 の ｐｨｩｬｬｩｰｳ

Ac aee: my と Lawr ence Sci enti f i c 

School をZ子え 、更にパ リー の Ecol e

Centrale des A r ts et ManuI act :.J-

res く高等工芸学校〉に留学した J e

nney の教去にとって、そのシ カゴ

の町風は全く矛 j冒したものて‘ あった

だが敢てそのＡｉｬ ｊ 風に ｉ ｉｾ ｩｊ， ぷし得たのは

留学帰国後直ちに愛国の恥熱の赴 く

ままに南北戦争に従軍し、北軍グラ

γ ト将軍摩下の技術将校と して鉄道

の敷設に又、 w; 橋の架栂に縦lii' tに活

践 したことが、それま での J enney

の教ft を放笑する恰好の機会 ' Cもあ

った。駁乱と流血に終始 した南北 戦

争の経験は J enney の性絡を変貌

せ しめた。子21支的性格は影をひそめ

現実的唯物的性絡 が J eコney の 性

絡を彩るようになったのである。

1866年には技術少佐の111:で司j ' j 織をは

役した のであるが、更にペゾシノレパ

ニヤ の鉄道会社に技師j として車H;J し

たことは、 J enney の性1鳴を証する

ものであり 、なお永住の地を東部海

岸地方の旧自1; ポス トγ やニュ ーヨ戸

F に求めす旬、凶部の事fr興自li .市シカコ"

に定めたのもその放であろう。南北

l伐争で鍛錬された不陀な剛設な又現

契的な性絡( 主シカコマこはふさわしい

ものであった。 然しシカプ* 住以来

の数年間は生活と の苦闘の述続てあ

った。移り 気な無情な現笑生活の中

で転戦す ることもなく 、シカゴの町

の一隅に J enney 建築*! ，; f: i if' J i ' の若ー

板を保持し得たこと は、会く妥の献

身的な愛↑ Ｇｾｩ の 故て ‘あった 。丁度ｾ Ｎ ｾ頃

シカゴに大火がず主主主したのである。

1871年以浪婦の例牛がラソフ・蹴倒し

たうた火は折から の強風にあふられて

大火とな った。 ｉｬｬ ｊ の ｾ Ｇ Ｓ が焼失し 、 経

治的問要It に匹聞していた J enney  

建築部務所はその復興建築- 01¥(.1:し

たのである。当時 J enney 建築帯

主主所がシカコに施工した主な建築は

二、 さの大教会と事務所であったρ

それ等は芸術的建築ではなかったか

シカゴ市民はそれらの堅悶な又実用

的な建築によって J enIl ey に 虚 飾

や偽摘のｬＡＹ ｮ かも 存せ ぬ 建築家の良 ｊｇｾ

を認めたのである。 シカゴで最も堅

実 で 良心的な建築家は J enney で

あるとの人気を獲得した J enney 建

築事務所には施工依頼が殺到した。

かくして財産と U会 的地位とを高め

得た J enney のもとに、1833 年 建

議諒として才能と野心を前すべ き絶

好の機会が到来 した のでである。そ

れは Ho:ne 1naUra! l Ce COi l l pany ‘  

の指名による当社シ カゴ支庖・の建築

であった0 17I 工は188必F より 始めら ・

れ1886年; こ£って完成 したのであ る

が。 J e:l:，ey は一一切 るく) j ' ili 下の広

いヱ'11数百℃あること ーーとの要望に

平等えて始めて弓税所建築に23L' 17・緋造

を{見月1した。

もっとも 建築主材に鉄材を使用し

た代表的建築物は1らSl年 のロゾドゾ

t¥'Pi 工会における J .Paxt on の Cry-

stal  Pal ace C7. K晶宮〉 に、惑は 187

3年J . Bogar dus によるパルチモア

の Sun 1ron Bui l di ng 仁太陽製鉄

ピルコ等にその例をみるのであるが

鉄骨Wi 造の使用は Ho me I nsuran-

ce Bui l di ng を矯矢とするのである

そのWii 盆は鋳鉄の住と Beasemer -

steel  Cベツセマ 戸鋼〉の梁とで結合

された簡単なもの℃あった。この榔

造法は1833年長); 橋専門家である ミ不

アポリス の Bu伍 ngt on カ溺た措にイ克

刑したlft反省'Wi 造を建築に応用 して或

る種の鋭、 骨構造法を考案した虫11 く

J enney も過去の鉄掲架橋に活縦 し

た頃の間! 日食より 思いついたのであろ

う。 J enney はその桝造を使 用 す

ることによって建築依頼者の要望を

部足させ、叉建物は必然的により高

j脅となりえたの℃ある。ピラ ミツド

議倫 切ω222珍'1の溜 - 7

創業30年 古 い 箆史と新 しい技術

i孟2z五准=量1きゑ急1犠桜ゑ会京ij匁j

雲霊 美 素 エ 業 所
一 天阪市釆区 瓦町( 岬堺筋船) 三和εfルレ三 踏 旬間ヒ描滋@郡58醐鈎彊容E  

21. 



治句に$z は水平的によってのみ高層に く青年キ リス ト教会ピルエ Chi cago だ生涯は、まことに開拓者の生涯に

なり得た建築がここに於て垂直的に Nati onal  Bank  Bui l di ng Cシカプ、 ふさわ しいものであった。叉建設し

高層になり得たのである。その10階 ナショナル銀行ピル〉、叉‘ シカプ万 た幾多の高層建築物は、この商i荷主主

建の住宅保i! 尖ピノしは現在の高明建築 国間il: 守会には Hort i cul ture Bui l di - 築の発展に生涯を懸けた偉大な建築

よりみれば余りにも 小 さいものであ ng  C関芸館〉空会の高層建築を完成 し 家の自: い人聞記録の記念樗干でもあっ

るカえ 当時にあっては劃期的な建築 ているのでるる。 た。

物 で<bり 、その!章容をシ カゴの吋に 一方 J enney 建築事務所は次第 然.しそれらの高! 再建築は時代の激

誇ったのであった。次いで幾多の高 に発展し B. Mundi eを加えて J en- しい変造につれて、今では殆んどそ

層建築が近代資本主義経l i l l ! の要討に ney &  Mundie 建築事務所となり の姿をシカプのl I I J からけしている。

答 えてシカゴの地 に林立したのであ 更に J enney の引j塁間際には J en- 写真によってのみ当時を窺い知るの

るが、それらの殆どは J enney の ney.  Mundi e &  ｊ ･ｮｾ 朗 建築事務 であるカ; . _ ｊ ･ｮｮ･ｹ の存在はオｾ去に

住宅倒.Ili¥: ピルの模倣でもって 始終
所となりの指導のもとに商問建築専 人 々の胸中に生きるでるろ号。

した。当時 のシ カゴ派の著名な建築
門の関指の建築事務所となった。や ともすれば現実的、功利的なるも

a家 H. H.  Ri chardsonや L. H.  Sul1i-
がで1905年、J enney は健康を筈し のを追求するあまり 、過去の事物を

van 等も高照建築 は J enney に負 静養のためロスア γ ゼルスの郊外に 軽視 しがちな現在の建築家に、就 中

うところが大 であると明言 している 引退し、1907年、老妻と二人の息子 高層建築に情熱を抱く建築家に、私

更に J en ney は!住宅保険ピルに次 に見守れつつ当地で永遠の限りにつ はこの拙き小論文を捧げたい。更に

いでシ カゴに Si egel Cooper  Dep- し、Tこ。 高府建築えの貧者のー燈ともなれば

.ar t ment  St ore Cジ戸ゲ ル ・クーパ
平和な生党からはじまる摩天楼建 望外の幸福である。

.- 百貨庖) Y.  M.  C. A  B uildi ng 
築の開拓者 J enney の波i駒に京ん 〈筆者阪大文学部大学院コ

日ヒヱ技 ｾじて いることであるが 、 終

載 後は街路の整備も捗り改良されて

きたものである。広々とした十字路

叉 斜 路、放射路といった具合に街が

美しくなってきた惑は嬉しい気がす

る。然 しそこに建つ建築物は何か並

行 していない様に感ずるのは私一人

であろうか? 勿論経済的なあとづけ

を必要ともしょうが、大きなピル建

築などでは、施主においても相当な

配胞をを してもらえないものだろろ

かと裏付ごるものを散見するのである

以前、建築規準の施行されるまで

は 地域別に最低限の高さと力〉都市美

観上等の見地から規制づけられてい

たのe ' t . : ，った。今はそれが死んでい

るというのでるる。建築の当事者と

建 築と 街

神

しては建築士法も 制定された今日も

っと積極的に建築家は都市美憐成え

熱意を傾ける必要があるのではなか

ろうか。そして資本家も符の一角を

占有し符の生、死に関析するのであ

るからもっと ｩｾ 覚して頂きたいと思

う。

例えばー軒並に高さの揃った建物の

中に余 りにも低〈美しくもない建物

高さの揃った街区では夜ともなれば

鎧戸を降 された歩道は閣と化 し死ん

だようになる。商底符にある事務所

銀行建築得; はやはり商庖の肢い程の

陳列窓に或る程度の協調をなし、建

物の一隅に陳列2ぎを設けるとか滋ば ー

建築物の周囲に鈴蘭燈を立てるとい

う風にして、そこだけカ主『主い! i s の段

建 築 窯 員

ユニヴアース写真工饗社

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町・ 4 番 地

仁但周防町三休橋筋角コ

官 話 南 ③ o 2  4 0 呑
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になって慌たばることのないように

して欲しいものである。

叉或時はピノL 街等では尺寸の土地

の折合がつかず建物が歪められ都市

の美視を答う場合も見受けるが当事

者同志の理解に円満な話ー合がj隼めら

れて美しく快よい街区を椛成したい

ものでるる。

近〈土地牧容法仁耐火建築助成法

案の特例〉の制定されるかに聞くが

こう した伝家の宝刀的法は慎重に取

扱い都市美の浄化の方向え逮告さすぺ

きであると考える。都市借成の一端

を担う私共はもっともっと深い関心

と研究を寄せねばならないと痛感し

ている次第である。

( 筆者兵庫県蛍終課長コ

し

太

「
艶

』

・

市

B

E

7曹

晶

、

深

庭



新 し い 炊 事 竃 と 風 目 釜 の 考 案

沢山建つ住宅の研究は色々となされているが主婦が一

日3 回も宮様をする: 炊事笛や風呂祭の研究は等調に附さ

れてい る。

私 の考案の炊J ¥S径はー名手望i風館と紘し幾多の実験と実

施を重ねてきたものでその儲造は図聞に示すように鐙の

探さを釜の直径寸法の八割位としロストルを釜の中心よ

り成 る可く手前におき焚口は一般よ り小さ くして送風 口

とロストルと煙の出 口と煙突との各商偵を大体同じf立と

し 鰹の出 口を上部に設け それに開閉旅〈だんば ｾＩを取

付けて下方から熱風を送るよろにしたものでらる。

一体置の深さが浅い と焚き難くて燃えが恵〈深いと釜

底に焔が当らないので薪がよけいいり 叉煙の出 口がノj 、さ

くて下方にらったり ロス トル が奥にあったり僻突カレ]、さ

くて短いと矯る ものである。

次に焚 口が大 きいと熱の逃げが多く送風 口とロスト ル

が大 きいと過剰空気が這 入 り焚 口か らｾ気を 入れ ると炉

内が冷えて焔は横に流れて逃げ結局燃料が良く燃えない

の可'"不経済 とな るのでるる。

これからの衝は火災雨漏幼止上位突を下方から 外部に

出してだんii ーを取付け逆流しないJ rH突笠を設ける工夫

が必要でるる。次に現場で自主を築 くことはなかなか.厄介

千白歯

左図

右図

断面@

松 11碕 甫

なもので竣功間際にセメ γ ト石l天砂煉瓦水附虜金物等の

準備をせねばならないし他の仕事とかち合って床や墜を

汚したり 作りもま ちまちとなって大型となりやすく余漫

注意しないと悪い寵とな り勝ちである。提案 した簡は暖

突持出式の熱風を送りだんii ーを設け新築煙突笠のある

寝石文はアス殻煉瓦時等の窪量コ γ グリート製品で運

搬を使にするため三段としたもので小型で格好もよく現

在九州各地に使用して好評を i守してい る。 価は大体

2. 500 円 佼 で出来ょう。こ のだんばーと放熱鉄板の使用

により薪も従来の半分ですみ逆流も しない。

次に風呂釜は大量の冷い水を沸すので長時聞かかりな

かなか厄介なもので燃焼の温度が下り 勝 で不完全燃焼し

釜に煤がつぎ これに不良導体の空気が喰付いて熱伝導が

悪くなり能率が低下するも のでこのことは余り よ〈知ら

れ ていなL 、。

風呂2をは浴槽に比例して伝烈国債を大き くして高熱に

燃焼し帰除が簡単に出来る際16 がよ く煙突を大きくして

だんば戸〈調節諒〉を設け逆流しない浬突笠を戚付る工

夫が必要でら る。従来使はれている電気風呂や瓦斯風呂

は諮然が少いので能率も思ったよりよくなく設備費や使

用斜が笥み一役的ではなL 、。

又長j'l' 腕呂は燃料は何でもよく蓄熱も大

きく能率も割合よいのであるが築設がむつ

かしく去をの廻りに煤がつき掃除が しにく く

炉内に上部から 7J oくが這込 り| 路で這入心地も

悪くこれも Ｍｾｾ的 ではない次に 外 国か ら伝

来 し た循 ｪｾ 需をは、 火 Ｚ慣が 小 さく 燃紛が石炭

に限定されて冷め易い上に煤がつき内外の

掃除がしにくく時日が立つに従い能率が葱

くなるも のでこれも一般的ではない。鉄砲

風呂 は種類も多く 値段は安いがもっとも能

率の惑いものでるる。

本考案の風呂釜はE盟国に示すように浴槽

に細長い鍋底形の半円筒を差込みこれを高

然炉で焚き直接対i誌で泌すように したもの

でこれは[ ¥E ' ，1きで一容11S率¢よい底焚方法

を横焚として釜も ｩＧ￬ｾ ギーのよ い鍋底 形を取入

れたも ので払r造が節目ι で内外からも焚ける

し取扱いも便利で燃糾が石炭薪何で もよく

華奈熱が大きいのでいつも if{守初こ燦i腕 し非常

に早〈渉1¥き燃料の直下約も大 きく 偲段も浴糟

を別にして三千円{ 立で永久的なものが出来

ょう。 〈筆者 福岡県建設業協会ヱ務部長〉
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く八月分コ
務

去

君仁正会 員 ・九州lコ2o. 11. 30逝去

君仁 ρ  ・本部 ) 2o.12.  2111 

君 C 11 ・中国) 26. 1. 1311 

君 C 11 ・本部〉不 詳

君 C I! ・中国〉 か

乏 に 11 ・ 11) 11 

君 C 11 ・本音s ) 2o. 1. 26逝去

君 C 11 ・京郡) 26. 7. 29 11 

君 〈 ρ ・7，; : 部) 2o.  8. 10 11 

逝

下記会員は夫々の 日附を以て逝去されました。誠

に痛惜の至りに堪えません滋に敬弔の主主を表し遜か

に街民福を祈ります。

亀 山 寅

昆 田 光

下 松

志 村

高 岡

網 永

佐 納

泡 野

辰 巳

員

. 6、

Z ミ

夫

正

雄

馬

郎

八

登

郎

政

一

安

信

庄

盛

逸

士

ロ

故松本、問郎両氏( 土IIH手1 I 二十一平九月十六日と云ふ同じ

臼に物放された。当時{ は主?恨1弘1後のi滋匙しL 、' J，

共にi混見沌た る折柄3葬E儀に列する司事4も出来ず後日参持 L た

カが，夢の間に七呈宗弘i冶 i迎血え感I慨双烈包由辻なものカが: 渇ある弘。松本氏

は永年珪司布f、監司T、日| 陰長の: f ! f 識に就かれ功iili 多かった

仁 であり 叉岡部氏( 士常務、監事、建築ク ラブ幹司1長 建 材

陳列場斡尋T長など多年に豆り尽力され多 くの人に親しま

れ本会功労者の一人である、 去る九月十六日七周忌の主主

まれるを ｦ ＺｬＮ｛Ｑき大手 ｮ も Ｑ ・務理 ｾｍ 主主前にお諾した、又日を代

へて松本家へり・里子主記代表理事と大平日常務理事が伺いエ

前に傾き共に在りし自 の御 功絞に感謝の立を表 し御冥揺

をお祈り け1上げた。

因に岡郁氏未亡人武子女史は市内北回i ! 1I l l J五入 にてお

茶の飾範として御健在、松本学氏く兵庫県技師〉は，測り= I

市灘ｦＵＡＮＮ ＷＡＨ 道 三 寸Ｎ目にて数年 ｬ 羽よ り病気 御 ｔ ｆｦＧＮ￬ｦｴ ｉｉｾ である。

冗役員故松本j ! I ，象氏。岡部額則氏七遁忌

.. 、、 … … … 、 … - … 一

協 会 図 書の整 理走終 りまし た

精 々 御 利 用 下 さ い

備 付 けのｾｩＺ誓Ｈ土弘時中 一 部疎開したり獄後度々室の移

動で散乱未猿理で利用者に大変 不使を感じ られていま し

たが八月中専門の方数氏を掘し日本十進法による台帳記

スゃ新たな区分を了し利用に仮利となりました。今後下

記により精々鈎; 利用下さい。

0  鋭利用の時は必ず係の者に命じ御弘願ふ斗'0

C  持出しは一切御断り申上げる:;>]J

o  ｾｭ 室 は 朝日ピル事務室主 ｦ ｴ 用の事

0  阻て時々 委 員会等会議中の際は御選応願ふ耳( があ

ります会議は殆ど午後に内定しております。

日 本 建 築 協 会

建 築 と 祉 会

第 3 2 輯 第 10 号

売価 1 昔日80円 G三料共〉

昭和26年 9 月25 日En;別 ・昭 和26年10月 1 日発行

編集発行人 戸 川 弘

行 所 紋 日本建築協会

大阪市北区 r!> ノ烏3 ノ3朝日ピル

干包 括 北 浜 ③ 1334- 9 呑

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7( ; 呑

大 阪 市 北 区 堂 山 田If G  6  

印 刷 者 網 野

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研: 文社 m脚奇J _ D2056寄

26. 9. 2o 

編 集 後 記

本月はかなり趣向を変えて、古廷築に闘する問題で特

集を試みた。予定返りの方に御執筆が臨えなかったのは

放 念 で あ る 弘 御 抗試 を願いたし、。来月号の民I臼放湖守

主主は、工事が遅延している為に、 或は普通4号とせねばな

らぬかと思っている。 12月号は建築経後間見特集とすべ

く手配している。 C白 石 〉

必』

:z:，;; 

緩集委員会

4 日午後三時於朝日ピノL 白石、谷口、光安、稽回、岩

本各委員I : i : 席 8 月号即応L状況の吉L殴後 9 月号延材号続集

原稿務査討議2正案紘色の決定主主義該散会

出版委員会

7 日Z時於朝日小材委員長外 5 名出、法規索引原紅につ

き西是委員作成l茅案枚、討出版に偽する言干潟t施設

災害委員会

13日3時於朝日池回委員長外出席地長、風水百と英対

策の常識普及方拡議、 同28日再会委員長外士名出席問上

原板作成、大阪市 PT ａ Ｓｊｬｾ 会 に斡旋方交 渉する耳 ｴ と ｌ

--I 、ー。

辛L歌 山支部高野山見学会

10日11 日支笥: 主催一泊納 涼見学金開催支部及本部30余

名参加した く前号支品似り掲載〉
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